
第 4 回 ｢産科医療補償制度原因分析委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 1 年 5 月 1 9 日 (火) 午後 4 : 0 0 ~午後 6 : 0 0

場所 : 日 本医療機能評価機構 大会議室

財団法人 日本医療機能評価機構
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○事務局 (山 田 )

失礼いた します。 本 田ま、 お忙 しい中 ご出席いただき ま して 、 ま こ と にあ り が と う ご ざ

います。

委員会を開始いたす前に、 資料の確認をお願い申 し上げます。

資料は 、 左右に分けて配付 して ございます。 まず、 左側の資料でございますけれども 、

委員の方の出欠一覧がございます。 次に 、 第 4 回原因分析委員次第及び議事資料がござい

ます。 資料で ございますが、 資料 1 - 1 か ら資料 4 、 及び参考資料が ございます。 資料 1

- 1 でございますが、 原因分析報告書 (仮想事例 1 ) と な っ てお り ます。 資料 1 - 2 でご

ざいますが、 分娩経過一覧表 (仮想事例 1 ) でございます。 資料 2 でございますが 、 原因

分析報告書案作成マニュ アル (平成 2 1 年 4 月 2 1 日 版) (案) で ございます。 資料 3 でご

ざいますが、 分娩経過等に関する分娩機関お よび保護者か ら の確認について (案) でござ

います。 資料 4 でございますが 、 原因分析報告書に記載される ｢事例の概要｣ に関する確

認のお願い (案) でございます。 参考資料と いた しま して 、 診療体制等に関する情報提供

について (依頼) が ございます。 最後に 、 日 程調整表が ございます。

次に 、 右側のほ う の資料でございますけれども 、 メ モ と いた しま して 、 模擬部会の進め

方、 仮想事例 1 の原因分析報告書案についての ご意見、 仮想事例 1 の原因分析報告書 (案)

についての修正 (案) が ございます。 また 、 産婦人科診療ガイ ドラ イ ン産科編 2 0 0 8 を

配付 して ございます。 こ の産婦人科診療ガイ ドラ イ ンにつき ま しては、 次回以降の委員会

でも使用いた しますので、 委員会終了後、 持ち帰 らずに 、 机に置いたま ま に していただ く

よ う お願い申 し上げます。

それでは、 遅れて出席 される委員の方もい ら っ しゃいますが 、 定刻にな り ま したので 、

ただいま か ら第 4 回産科医療補償制度原因分析委員会を開催いた します。

なお 、 これま での審議の中で、 小児科医の委員につき ま しては複数が望ま しい と の意見

が ございま したので、 新たに小児科医の委員を 1 名委嘱する こ と るこいた しま した。 新 し く

委員にな られま した先生を ご紹介 させていただき ます。 楠田聡委員でい ら っ しゃいます。

よ ろ し く お願い します。

○楠田委員

東京女子医大の楠田 と 申 します。 新生児部門で、 新 し く き ょ う か ら参加 させていただき

ます。 よ ろ し く お願い します。

○事務局 (山 田 )
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ど う も あ り が と う ご ざいま した。

それでは 、 議事進行を これよ り 岡井委員長にお願い申 し上げます。 よ ろ し く お願いいた

します。

○岡井委員長

それでは 、 第 4 回産科医療補償制度原因分析委員会を始め させていただき ます。 委員の

先生方には、 ご多忙の と こ ろお時間を割いていただき ま して 、 あ り が と う ご ざいます。

本 日 の議事は 、 最初に仮想事例の模擬部会をやる う と 。 仮想事例の報告書の検討のや り

方につき ま して 、 前回 、 鈴木委員のほ う か ら模擬部会の形式で と い う ご提案があ り ま して 、

その と お り にや らせていただき ます。

仮想事例の報告書につき ま しては、 委員の先生方に既にお送 り して ございま して 、 それ

を読んでご意見をいただいておる わけであ り ますが 、 実際の部会でも 、 実際にあっ た症例

を分析 して報告書 (案) をつ く っ て 、 それを委員の先生にお送 り する こ と にな り ます。 報告

書をつ く る のは事務局の専門チーム 、 プラ ス部会の委員の産婦人科医師、 助産師さ んも-

緒ですか、 場合によ っ ては新生児の先生に加わっ ていただいて案をつ く る 。 それを部会に

出 して 、 今か らやる よ う な形式で報告書案を検討する と い う 形にな る と思います。

き ょ う 、 ご提示 してお り ます仮想事例、 先生方ごら んになっ てすぐお気づき にな られた

と思いますが 、 比較的典型的な症例でわか り やすい。 実際には、 も っ と 複雑ないろいろな

要素が加わっ てき た り 、 原因分析その も の もいろいろな議論が出た り 、 あ る いは医学評価

も意見が分かれた り する と こ ろが多いかと思いますが、 今回は一番最初に ご検討いただ く

仮想事例 と い う こ と で、 是澤先生のほ う で比較的よ く あ る シンプルな症例 と い う 形でつ く

っ ていただき ま した。

実際に委員の先生方からいただいた ご意見はメ モに ございます。 意見の中身を事務局の

ほ う で整理いただいていますが、 最初は原因についてです。 原因がおか しいのではないか

と い う 指摘はございません。 どの程度詳 し く 記載するか、 ど う い う 記載の仕方をするか と

い う 話になっ ている と思いますが 、 その メ モを見ていただいて 、 ( 1 ) は早荊の事実につい

ては臨床上の判断 と して記述 されている が 、 帝切時の凝血塊所見や月舘彗翫所見は関連 しない

のか と い う ご意見です。 これについては 、 いかがで し ょ う か。 ご意見いただいた先生か ら 、

追加発言 していただき ますか。 これでよ ろ しいですか。 お願い します。

○石渡委員

胎盤:を病理検査に出す場合も あ り ますので 、 も し、 その所見があっ た場合はぜひ記述 し
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ていただき たい と 思います。

○岡井委員長

報告書をつ く る段階では、 カルテに記載されている事項を中心に整理 していき ますので、

こ の症例で帝王切開 して胎盤が児 と 一緒に飛び出 してき た と か、 大き な凝血塊がついてい

た と かい う こ と は、 カルテに書いてない と書けない と い う こ と にな り ます裏な

○石渡委員

そ う ですね。

○岡井委員長

是澤先生、 これをつ く られて 、 何かコ メ ン ト ご ざいますか。

○是澤 リ ーダー

まず、 こ の事例は何かを も と に してつ く っ たわけではございません。 ですから 、 特定の

団体並びに個人 と は関係のないこ と でございます。 そ の結果、 逆にいろいろ不備な と こ ろ

があ り ま して 、 胎盤に関 しての所見並びに病理解剖を想定 している のは周産期センターク

ラ スの病院でございますので、 当然あ るべき なんです。 そ こ の と こ ろは多少加え させてい

ただき ま して 、 術後の月鍋盤所見では、 肉眼的に胎盤母体面の面積の約 5 0 %に凝血塊が見

られてお り 、 常位胎盤早期剥離と診断した根拠を入れたい と思います。 つま り 、 仮想事例

ですので加え る こ と にな り ますが 、 それでよ ろ しければ、 胎盤所見 と してはその よ う な も

のを加えたい と思います。

○岡井委員長

多分、 そ う い う こ と はカルテに書いてあ る ほ う が多い と思いますので、 記載 される こ と

にな る か と 思います。

実際、 常f立胎盤早期剥離の診断は、 病理学的にな される も のではないんですね。 病理学

と い う のは、 病理学教室、 あ るいは病院病理科に提出 して 、 それを凍結 して切片をつ く っ

て染色 して 、 顕微鏡で見て診断する のですが 、 胎盤早期剥奪の診断はそ う い う も のではな

く て 、 やは り 臨床診断が重要で、 胎盤の凝血塊あ り 、 な し と い う 所見が大変重要になる と

思います。

早荊の診断に関 しては、 凝血塊があればおそ ら く 早乗りだろ う と診断 して正 しい と思 う ん

ですが、 ない場合に否定でき る か と いっ た ら 、 そ う い う と こ ろ も ない と い う 難しい面はあ

り ます。 先ほ ど言いま した よ う に 、 じや あ胎盤を出 して 、 顕微鏡で見た ら診断がつ く か と

い う と 、 それはつかないんですね。 ですか ら 、 臨床経過が大事であ る と い う こ と で、 こ の
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仮想事例では、 今、 訂正 されま した よ う に 、 実際に凝血塊があっ た と い う こ と で診断はい

い。 そ う い う 所見があれば、 報告書の中には記載をするべき である と い う こ と で、 こ の点

はよ ろ しいですか。

次に 、 脳性麻痺の原因 と して 、 早荊が原因で低酸素状態になる こ と が実際にあ る んだ と

い う 一般的な記述が必要ではないか と い う ご意見ですが、 こ の辺いかがで し ょ う 。 一般論

と して 、 そ う い う こ と を こ の報告書に記載 してい く かど う か と い う こ と ですが、 ご家族に

も報告書を見ていただ く と い う こ と であれば、 あっ たほ う が親切ではある と思います。 こ

こ の話は、 おそ ら く 産科の医師のみな らず弁護士の方も 、 こ こ にいる委員の方は こ う い う

こ と が事実 と してあ る と い う こ と は ご存 じだと思 う んですが、 こ の点いかがですか。 そ う

い う こ と も 、 やは り 報告書の中に入れたほ う が よ ろ しいですか。

○是澤 リ ーダー

親切かと思います。 例れまでございますが、 こ の よ う に書いた らいいか と い う のを考え

ておき ま した。 低酸素にな る理屈ですが、 胎児は胎盤を経由 して母体から酸素や栄養を供

給されている ため 、 胎盤が剥離 した部分か ら の酸素供給は失われる こ と にな る 。 本事例で

は、 胎盤母体面の 5 0 %に凝血塊が見 られていた こ と か ら 、 胎盤が 5 0 %剥離してお り 、

こ のため胎児への酸素供給は相当減少 していた と 考え られる 。 よ っ て 、 常位月鍵盤早期剥離

が原因で胎児が低酸素脳症に至っ た と 考え られる 。 その よ う な説明的な こ と を加えた らい

かが と 考えてお り ます。

○岡井委員長

今、 ご説明 にあった よ う な こ と を発症の原因の と こ ろ に 、 現在の報告書案には こ こ まで

書いてないんですが、 つけ加えたほ う がいい と 。 ご意見ございますで し ょ う か。 ど う ぞ、

お願い します。

○宮澤委員

やは り 読まれる のが患者さ ん側、 あ るいは素人 と い う こ と 々 こ な る と 、 今、 言われた よ う

な簡単なメ カ ニズムを前提に して読まれない と理解が全 く でき ない。 特に専門家の先生で

す と 、 そんな こ と 当た り 前だ と 思 う こ と はつい飛ば して しま う 傾向にあ り ますので、 その

点はこ の点も含めて ご注意いただければ と 思います。

○岡井委員長

あ り が と う ございます。

そ う した ら 、 ただいま宮澤委員よ り ご指摘いただき ま した よ う に、 専門家か ら見れば当
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然の こ と であっ て も 、 ご家族の方が理解 しやすい よ う をこ 、 そ う い う 説明を加えなが ら報告

書を書いてい く と い う こ と で よ ろ しいですね。

○河野委員

ち ょ っ と いいですか。

○岡井委員長

お願い します。

○河野委員

私、 全く の素人で、 全体を通 じて言葉全体がすご く 難し く 、 何の こ と か さ っ ぱ り わか ら

ないこ と がいっ ぱいあ り ま した。 これはだれが読むのかを最初に考えて、 知識のある人は

別に書かな く て も分かる と思 う のですが、 これを読む人が一般の素人だ と する と りま と ん ど

分か ら ないのではないか と い う 感 じが しま した。 そ こ で、 こ の資料 と は別に 、 理解を助け

る用語集の よ う な も のがあ る と よい 、 と全体を通 じて思いま した。

○岡井委員長

言葉の説明は、 用語の説明はあ る んですね。

○上田理事

1 2 ページに。

○河野委員

1 2 ページにあ り ますか。

○岡井委員長

それはわか り ます。 資料 1 - 1 が報告書と い う 形でご家族に行 く と すれば、 確かに今、

言われた よ う Q こ 、 全 く 関係のない方だ と 、 相当 わか り やす く 書いていただいている よ う に

私たちは思いますが、 それでも難 しい。

○河野委員

ごめんな さ い 、 私のは 自 宅で印刷でき なかっ た よ う です。 すみません。

○水上委員

p H と か、 ベースエク セス と か、 そ う い う こ と がわか ら ない と い う こ と ではないですか。

○岡井委員長

用語がわか ら ない と い う のはあ る 。

○板橋委員

よ ろ しいですか。 例えば、 こ の報告書を出 して 、 家族が読まれて も本旨を よ く 理解でき
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ない場合は、 こ の委員会 と して ど う い う 対応をする こ と になる んで し ょ う か。 そ の前提が

ない と 、 わか り やす く し過ぎる と 鈍調になっ て 、 よ く わか ら な く なっ た り する部分も あ る

と思います し、 こ の委員会ではそのステ ップはこれま で考えてはいなかっ たんですか。 -

応、 報告書をお出 しする だけで終わ り と い う こ と ですか。

○岡井委員長

原因が知 り たい と い う 部分に関 しては 、 本当 に よ く わかっ ていただかない と いけないの

で、 これは これで しっ か り と した 、 正確な正 しい医学用語を使って書く 必要があ る と思い

ますので、 も っ と 平たい、 一般の言葉で、 おなかの中の赤ちゃんが こ う なっ て 、 ああなっ

て と い う 原因だけは、 一般的な記述に書き直 したサマ リ ー的な も のを一つつけたほ う がい

いですかね 今、 ふ と 思いついたんですが。 言葉も 医学用語を使わないで、 平た く 言っ て

しま う 。 そんな詳 し く 書 く 必要はないです。 本当 のポイ ン ト だけ 、 原因の と こ ろだけわか

る よ う に。 そ う する と 、 大分違いますかね。 報告書は、 平た く 一般の言葉 と い う わけには

いかない と 思 う んです。

○河野委員

多分、 それは無理だと思 う んです。 だか ら 、 どれぐ らいまで。

○岡井委員長

医学用語も正確な用語をき ちん と 使っ て書 く べき だと思います し 、 実際の数字 と か入 り

ます し。

○河野委員

コ ミ ュ ニケーシ ョ ン と い う 観点では、 相手が理解でき ないコ ミ ュ ニケーシ ョ ンは成立 し

ないので、。

○宮澤委員

おそ ら く これは、 平た く して も なおかつ専門的な内容だと思 う んです。 その と き 、 だれ

が説明すべき なのか と い う と 、 本来、 分娩を扱っ た医療機関は説明義務の範囲内で説明 し

なければいけないです し、 こ う い う 報告書が出てき た と き にわか り "こ く い と い う こ と であ

れば、 報告書が も う 出ている わけですか ら 、 担当 した医療機関はそ こ か ら外れた説明はで

き ない と 思いますので、 そ こ でき ちん と 説明 をする のが筋ではないか と 私は思います。

○岡井委員長

分娩施設、 分娩を取 り 扱っ た医療機関側が、 これに基づいて患者さ ん、 ご家族に説明 を

する と い う こ と に しておき ますか。
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○板橋委員

そ う であれば。

○石渡委員

よ ろ しいで し ょ う か。 ただ、 患者側 と 医療側が感情的にかな り こ じれて しま っ ていて 、

ど 効こ も収拾がつかない状況であれば第三者が説明する こ と も必要なので、 場合に よ っ て

は、 地域の医師会にそ う い う 窓 □ があ る と こ ろ も あ り ますか ら 、 そ う い う と こ ろ も一つ利

用でき る のではないかと思います。 本来は、 担当 した医療機関が説明するべき だと思いま

すけれど も 、 も し 、 でき ない状況があっ た場合には。

○岡井委員長

そ こ ら辺の取 り 決め と い う 力孫勺東事みたいな話は、 こ の原因分析委員会で決め る のでは

な く て 、 運営委員会でも少 し議論を していただいて、 対応を考えていただ く 。 我々 は、 そ

う い う こ と を意識 して 、 よ り よ い報告書を作成する と い う こ と でいいわけですね。

○石渡委員

はい。

○上田理事

運営委員会で制度全体を議論 しますが 、 こ の原因分析委員会に産科医療の専門家、 医療

を受け る立場の方がお られますか ら 、 こ の よ う な議論を含めて審議 していただき ま した ら 、

その結果を運営委員会に報告 して 、 検討 していただ く こ と &こ します。 ですか ら 、 こ の原因

分析委員会で も取 り 扱いについて、 次回にご意見いただければ≧思います。

○岡井委員長

では、 だたいまの件は、 も し時間があ り ま した ら後でも う 一度議論 しますが、 模擬部会

と い う こ と でち ょ っ と ベンディ ングに しておいて 、 報告書案の内容についての意見等の審

議を進めていき たい と 思います。

河野委員、 表現の仕方は、 こ の程度の文章にな ら ざる を得ない こ 割ま よ ろ しいですか。

本当 の報告書と しては。

○河野委員

私は、 専門家が読むのであ る な ら別に構わない と 思います。 ごち ゃ ごちゃ書 く よ り 、 コ

ンパ ク ト な方がいいです。 専門家には専門語の言葉の方が通 じる と 思います。 誰が読むの

か と い う こ と だけが気になっ ただけです。

○岡井委員長

-8-



これは、 ご家族の方が読まれて も も ち ろんいいんです。 届け る わけですか ら 。 ただ、 わ

か り “ こ く い 、 難 しい と い う こ と はあ る と 思います。

次の ご意見に行き たい と思いますが、 ( 3 ) です。 事例は、 常位胎盤早期剥離に よ る低酸

素脳症である こ と は間違いない。 早荊の原因は不明であ る こ と や、 発症の時期を正確に知

る こ と る涎難 しい場合が多い。 そ う い う 医学的な知識も 、 ち ゃん と こ こ に書いてあげたほ う

が読んだ人はわか り やすいだろ う と い う こ と ですが 、 その辺は ど う ですか。 早剥の原因そ

の も のはわか ら ない。 いつ発症を したか と い う の も 、 急激な経過をた ど る も のは症状が出

る少 し前ごろであろ う と推測する わけですが、 そ う い う こ と も わか ら ないんです と い う こ

と を記載してお く 。

○石渡委員

少な く と も こ の症例についてはわから ないですよね。

○岡井委員長

ええ。 こ こ に書いてあ る ご指摘は、 一般論と しての話みたいですね。 一般論 と して 、 早

荊 と い う 病気はこ う であ る と も う 少 し細か く 書いたほ う がいい。 原因分析にかかわる事柄

でト。

○竹村委員

私が書いたんですけれ ど も 、 後のほ う の発症時期の こ と はいいかと思いますが 、 本当 の

原因は何か と 問われた と き に 、 常位胎盤早期剥離なんだけれども 、 常位胎盤早期剥離の原

因は何かわか ら ない場合が多いです。 そ う い う こ と を こ こ に書 く か書かないかは と も か く

と して 、 こ この コ ンセ ンサス と してはある程度必要かと思っ て書いたんです。

その前に、 胎児低酸素性り脳症の ｢性｣ が要 る のかど う か。

○岡井委員長

あ る ほ う が正式だと思います。

0竹本･矮許員

低酸素壇虚血圧脳症の場合、 ｢性｣ がつき ますので、 ち ょ っ と ど う かな と思いま した。

○岡井委員長

低酸素ト瑚尚症、 低酸素陸虚血ト朝尚症 と 、 ｢性｣ が入 り ます。

○竹村委員

胎児の場合、 胎児低酸素ト瑚尚症 と い う 言葉はある んですか。 新生児の場合はあ り ますが。

○岡井委員長
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胎児はないです。 英語だ と 、 フ ィ ータル ･ アス フ ィ キシアであっ て 、 日 本語はそれを胎

児機能不全と 呼んでいる 。

○竹村委員

脳症までついている と な る と 。 胎児低酸素脳症と い う 言葉が。

○岡井委員長

胎児低酸素症はあ り ます。

○竹村委員

そ う ですね。

○岡井委員長

胎児低酸素症、 胎児低酸素血症はあ り ますが 、 胎児低酸素脳症は正式な用語と してはな

い と 思います。

○竹村委員

その辺が ち ょ っ と ど う かな と 。

○上田理事

そ う ですね。 ご指摘の よ 効こ 、 胎児低酸素脳症 と か幾つかの用語があ り ますので、 統一

的に整理 したい と思っ ています。

○岡井委員長

こ の仮想事例だけの話ではな く て 、 これか らその辺の と こ ろは 、 た く さ ん似た よ う な事

例が出てき ますので、 言葉の統一はき ちん と やっ ておかない と いけない。 幾つ力整理して

でいいですか。

○竹村委員

ど う ぞ。

○岡井委員長

そ こ はちゃん と 整理 したほ う がいい。 用語の使い分けの表みたいな も のをちゃん と つ く

っ て 、 統一 したほ う がいいですね。 これを使いま し ょ う と い う こ と で。

○上田理事

はい。

○岡井委員長

次、 2 . 臨床経過に関する 医学的考察にいき たい と思います。 ( 1 ) 常イ瑚割盤早期剥離の

発症時期の推定は可能か と い う 質問は、 こ の症例では と い う こ と か、 一般的な話なのかち
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ょ っ と わか ら ないんですが。

○鈴木委員

こ の症例ではです。

○岡井委員長

こ の症例は、 進行が急激ですから 、 おそ ら く 症状が出始める数時間以内で し ょ う ね。

○鈴木委員

こ の症状は、 こ の経過の中で ど こ をつかま えている んですか。

○岡井委員長

患者さ んが最初に何か感 じている んですね。

○上田理事

2 ページです。

○岡井委員長

おなかが少 し痛いんですか。

○是澤 リ ーダー

こ の仮想では、 午前 1 0 時 よ り 生理痛様の痛み と 少量の出血を 自 覚 してお り ます。 です

か ら 、 始ま り は こ のあた り か と 考えますが、 胎児に対して影響が出始め る ほ どの広範な剥

離が起こ っ たのは外案に来た こ ろですので、 午後 2 時 と 考えます。 急激に症状が進んだの

は、 2 時に近いあた り ではないか と 考えます。

○水上委員

よ ろ しいで し ょ う か。 今の質問に関 しては、 だれも見た こ と がないんです。 だか ら 、 正

確なお話をする と 、 学問的にいつ剥離が始ま っ たか と い う のはだれも わか り ません。 それ

か ら 、 昔、 読んだ文献で、 剥離が始ま っ てか ら終わる ま で 6 時間 ぐ ら いかかる だろ う と い

う の も 、 それは症状が出てか ら完全に剥離する までの話であっ て 、 実際に痛みが出た と い

う のは切迫早産と 同 じ症状なんです。 普通 、 その症状を聞いた と き は 、 切迫早産かな、 常

位胎盤早期剥離かな と 判断をする わけですけれ ど も 、 こ の よ う な症状を訴える と 、 数 と し

ては圧倒的に切迫早産の患者さ んのほ う が多いんです。 ですか ら 、 剥離が午前 1 0 時ごろ

始ま った と か、 そ う い う ふ う に特定する こ と はやは り 難 しい と思います。

○鈴木委員

厳密な特定を必要と している と思っ ている わけではないんですけれ ども 、 過去か ら さ か

のぼっ てみた と き に 、 どのあた り が剥離のス ター ト なのか。 それか ら 、 どの く ら いのスバ
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ンで不可逆的な影響を与える のか。 児の低酸素小潮尚症を防止する ためには、 ど う い う ふ う

に した ら いいのか と い う のが論理的な思考方法だろ う と思 う んです。 そ う い う 中で、 現在

の産科学では どのあた り が標準になっ ていて 、 標準 と 本件を比べる と標準的な も のに一致

している のか、 少 し要因か ら華離している のか と い う のは医学的評価だと思 う んです。 そ

う い う 論理のプロ セスが読んでわか ら ない と 、 ご家族の ご納得と い う と こ ろか ら遠 く な る

だろ う と思 う んです。 ですか ら 、 そ こ はわかる範囲で、 完全にはわから ないから何も書か

ない と い う 選択にはな ら ないわけで、 わかる 限 り で記述を して 、 ご理解をいただ く と い う

姿勢が必要だろ う と い う こ と で、 私は こ の質問を投げかけたわけです。

○岡井委員長

あ り が と う ご ざいます。

早荊の発症時期の話は、 医学的にや り 出す と 非常に難 しい と こ ろがあっ て 、 基底脱落膜

で少 し出血が起こ っ て 、 それが押 し広げて本格的な、 臨床的な早刻になる ま でには、 おそ

ら く 潜伏期間みたいも のはある程度ある んだろ う と思 う し 、 症例に よ っ ては う ん と 前の も

の も あ る 。 臨床的に検出でき ない状況で起こ っ ていて 、 それは本当の こ と を言っ て難 しい

んです。 だけ ど、 実際の臨床をやっ ている立場か らする と 、 何 らかの症状が出た と き に早

荊の始ま り と 考える んです。 症状が出ていない、 出血も ない 、 おなかも痛 く ない 、 何も な

い 、 胎児も元気 と い う のは、 ど こ かで始ま り かけていて も 、 臨床的にはその時点で早刻が

始ま った と は と ら えないので、 実際的には早荊の何らかに関連する症状が初めに出た と き

が始ま り と 考えて 、 実際にはその数時間前か ら起こ っ ていただろ う 。 も し 、 見え る と すれ

ば、 超音波なんかで無理 して見れば見える かも しれない ぐ らいの こ と は起こ っ ている可能

性はあ る 。 そんな と こ ろだと思います。

○鈴木委員

つま り 、 本件は レ ト ロ スペク テ ィ ブに見れば、 1 0 時少 し前か ら早剥が起き ていたかも

しれない 、 こ う い う こ と ですよね。

○岡井委員長

そ う です。

○鈴木委員

しかも 、 その早剥が、 児に と っ て不可逆的なダメ ージを与える まで どの ぐ らいの時間が

かかる かは 、 個人差が非常に大き く て 、 学問的に も はっ き り は言えない。 言え る と すれば、

こ の ぐ ら いの短い時間から こ の ぐ ら いの長い時間 と い う 帯で言 う しかない。 そ う であれば、
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児 と の関係でいえば、 これが早荊 と い う 診断ができ る わけではないですけ ど も 、 早荊 も疑

い診断の一つに入れて、 迅速な対応を と るべき だ と 医学的に言える かど う かですよ ね。

○岡井委員長

その点に関 しては、 症例に も よ る んですけれど も 、 今 、 水上先生からお話があっ た よ う

に 、 似た よ う な症例で切迫早産 と か、 あ るいは、 切迫早産 と ま でいかな く て も子宮が収縮

して痛い と感 じ る こ と 、 ほかの原因で出血する こ と があ り ますので 、 はっ き り 言っ て 、 こ

のケースであっ た よ う な訴えの と き に 、 すぐ早桑g を念翌頃に入れて臨床科が対応するか と い

う と 、 おそ ら く しないほ う が多いです。 そ う する と 、 フ ォールス ･ ポジテ ィ ブ、 本当はそ

う ではないのにオーバーに対応 して しま う と い う こ と は、 頻度的に う ん と 多 く な り ます。

○鈴木委員

そ こ の説明が必要なのではないですか。

○岡井委員長

そ こ を どの程度詳 し く ……

○鈴木委員

要する に 、 妊産婦はも っ と 早 く 対応 していれば脳性麻痺は防げたのではないか と 疑問を

持っ ている わけですか ら 、 そ こ の解説が本件の報告書には何も ないですよ 又窺

○岡井委員長

それに関 しては、 患者 さ んの家族が疑問に思っている こ と には、 ダイ レク ト に答える立

場でない と い う のが こ の間の結論です。

○鈴木委員

必ず し も ダイ レク ト に答える必要はないですが。

○岡井委員長

こ の報告書の中で、 な るべ く わかっ ていただける よ う に書いたほ う がいい と い う こ と で

すよね。

○鈴木委員

そ う です。 も し 、 本件の事案が何 ら かの教訓を引 き 出せる と すれば、 どの ぐ らい早い段

階で、 ど う い う 対応を と る のか と い う こ と ですよね。 その こ と で、 も しか した ら “潮磁性麻

痺は回避でき たかも しれない。 そ こ が唯一 、 最大の本件の事案の教訓だろ う と思 う んです。

最も重要な問題点に関 しては、 でき る 限 り 詳 し く 論述する こ と が大事だろ う と 、 僕は思い

ます。
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○岡井委員長

2 . の臨床経過に関する 医学的考察の中で、 発症時期の問題、 だか ら早 く 対応でき る か

と い う こ と に関連 して く る わけですけれ ど も 、 その後の処置の こ と も あ り ますね、 時間の

問題。 ( 4 泥ま除いておいて、 鈴木委員が言われた こ と を皆 さ んの ご意見を聞いて少 しディ

スカ ッ シ ョ ン したいんですが 、 ( 3 ) の ご家族の疑問に対 してでき る だけ答えてあげな く て

はいけない と い う 、 報告書の役割も ある と い う 話でいいわけですね。

そ う する と 、 発症時期に関 しては少 し議論 しま したけれ ど も 、 病理 と い う か、 顕微鏡レ

ベルで見て もいつか ら起こ っ ている か全く わか ら ない。 臨床的に私たちが取 り 扱 う のは、

やは り 何 らかの症状が出た と き 、 その少 し前か らだろ う と推測する のが一般的であ る 。 そ

れはいいですね。 も し 、 その こ と も必要であれば報告書の中に 、 早荊 と い う のは こ う い う

も のであるか ら 、 臨床的にこ の こ ろか ら発症 した と 一般的に考え る と い う こ と も書けばい

いわけですね。 よ ろ しいですか。

それか ら 、 診断してか ら帝王切開までの時間の こ と があ る んですけれ ど も 、 そ の前に 、

最初に患者さ んか らおなかが痛い と 、 ああい う 形で電話が入っ た と き に 、 医療提供者側、

看護師も 医師もそ う ですが、 これを早刻の可能性あ り と どの ぐ ら い思 う か と い う 話が一つ

ある んです。 そ こ は臨床診断、 弁護士は予見性ですか、 予見可能か ど う かみたいな話にな

っ て く るんだろ う と思 う んですけれ ど も 、 そ こ は重要な と こ ろなので先生方の意見も 聞き

たいんですけれど も 、 その時点ではおなかが痛いだっ たんですよね。

○上田理事

そ う ですね。 1 8 行 目 です。

○岡井委員長

どんな症例でも 、 早荊の可能性を頭に入れておいたほ う がいいこ と はいいんです。 ただ

し、 どれぐ ら い可能性を高 く 見積も る か と い う と 、 これだ と切迫早産を第一に考えて、 も

し医師であればも う 少 し話を詳 し く 聞 き ますか。 松田先生、 ど う ですか。

○松田委員

こ の事例の第一義的な原因 と 考え られる 常位胎盤早期剥離の総論を、 これは確かに 1 0

ページから 、 ガイ ドラ イ ンに準 じたエ ビデンス の レ ビューに呼応 されて書いていますけれ

ど も 、 常位胎盤早期剥離は こ う い う も のだ と い う と こ ろ を中にも う 少 し入れて、 予見は非

常に難 しい と い う コ メ ン ト がほ しい。 こ の事例では、 産婦人科の先生は短時間でよ く 対応

しています。 5 0 %剥離 している 、 そ う した ら 、 これ と 同 じ症例が来た と き にはやは り 防
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ぎ得ない と い う こ と は、 私たちは理解でき る んですけれど も 、 産婦人科以外の先生がこれ

を理解でき る か と い う と 、 今 、 た く さ ん質問が来ていますよ う " こ 、 理解でき ない部分があ

る と思 う ので、 そ こ のギャ ッ プを も う 少 し詰め る文章があっ たほ う がいい。 予測はでき な

い と思います。 いつか ら起こ っ た と い う 発症の予測は難 しい と思います。

○石渡委員

よ ろ しいで し ょ う か。 こ の症例は 3 5 週 と 4 日 ですか ら 、 生理痛、 不規則な痛みである

と か、 少量出血がある ので、 切迫早産を予防する と い う 意味で病院に来る よ う に話があっ

た と思 う んだけれども 、 これが満期産で、 ただの産兆、 お し る し と い う 意味合いだった ら 、

こ の時点で病院に来る よ う にはおそ ら く 勧めない と思 う んです。 1 0 分おき に規則正 しい

陣痛が来る と か、 あ るいは出血の量が多 く なった ら病院にい ら して く だ さ い と い う 話をす

る こ と が一般的だと思 う 。 要する に 、 可能性を追及 してい く と 、 あの と き こ う すればよか

っ た と い う こ と にな る と過剰診療になって 、 フ ォールス ･ ポジテ ィ ブばか り 多 く な っ て き

て しま う のではないか と 思 う ので、 その点が標準的な医療 と い う こ と か ら考える と 、 先ほ

ど鈴木委員が言われた よ う な対応でやっ てい く と い う こ と は、 あま り よ く ないのではない

かと思います。

○鈴木委員

私は、 そ う しろ と言っ ている のではないです。 そ う い う 疑問に答える姿勢が必要だ と 。

○岡井委員長

疑問に答える と い う こ と ですよね。 おっ しゃ る と お り です。

○石渡委員

患者さ んがわかる よ う な話、 説明 をする と い う こ と です。

○岡井委員長

こ の事例では、 患者さ んが最初に電話をかけてき た症状である と 、 切迫早産を疑 う のが

標準的な医療であっ て 、 早荊の症状である と い う のは頻度的に どれ ぐ らいにな る かな、 同

じ よ う な症状の人が入院 してき て 、 よ く 調べてみた ら早荊だっ た と い う のは、 おそ ら く 相

当少ない頻度になる と思 う んです。 プレディ ク チブ ･ バ リ ューにな り ますけれ ど も 、 数字

はあ り ますか。 数字があれば書いてあげる こ と も 。

○松田委員

私、 昔、 基幹病院で検討した と き には 5 % ぐ らいで した。 切迫早産の中に 5 % ぐ らい常

位胎盤早期剥離が紛れている 。 も ち ろん、 時代は今 よ り 随分前ですか ら 、 診断技術と かあ
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り ますけれ ども 、 多 く 見積も っ て も 5 か ら 1 0 %程度ではないですか。

○水上委員

いや、 それは多過ぎる と思います。

○岡井委員長

多過ぎる よ う な気がする 。 も っ と 少ない と 思 う 。

○水上委員

なぜか と い う と 、 常位胎盤早期剥離の発症頻度が 0 . 5 %か ら 1 %の間にあ り ます。 常位

胎盤早期剥離は、 必ずその前に切迫早産様症状を伴います。 常位胎盤早期剥離は満期でも

あ り ますけれども 、 切迫早産様症状を示 した患者さ んの 6 、 7 割が早産期に起こ る と した

ら 、 せいぜい 2 % ぐ らいの確率だと思います。

○松田委員

今、 私が言っ たのは、 基幹施設で多 く 見積も って もそ う だっ たか ら 、 一般に普遍する と

も っ と頻度は。

○岡井委員長

1 0 %はないですね。

○松田委員

はい。

○徳永委員

早産 と診断がついた例の 5 %。

○松田委員

切迫早産 と 疑われて 、 送 られてき た症例を……

○徳永委員

送 られてき た。

○岡井委員長

例を後か ら よ く 見た ら早荊だっ た。

○徳永委員

送られてき た と い う のは、 やは り 相当 よ り すぐ られてい る か ら 。

○松田委員

だか ら 、 よ り 厳 しい症例が入っ ている か ら 、 一般的な頻度はも っ と 少ない こ と は同意 し

ます。
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○水上委員

も う 一点よ ろ しいで し ょ う か。 先ほ どの鈴木委員の ご質問に関する こ と ですけれ ども 、

これは今年の春に出 したガイ ドラ イ ンですけれど も 、 常位胎盤早期剥離を我々 が疑わな く

てはいけない と き は ど う い う と き か と い う こ と が 、 資料 1 - 1 の 1 0 ページ、 ( 2 ) 常位胎

盤早期剥離の診断 ･ 管理 と い う と こ ろの下か ら 2 行 目 、 妊娠後半期に切迫早産様症状 (性

器出血、 子宮収縮、 下腹部痛) と 同時に 、 異常胎児心拍パターンを認めた と き は早荊を疑

い、 以下の検査を行 う と い う こ と を求めている んです。

先ほ ど鈴木委員は、 おなかが痛い と き に切迫早産を疑 う べき ではないか と い う ニ ュ アン

ス の ご質問を されたかと思 う んですけれ ども 、 それは先ほ ど石渡委員が言われた よ 効こ 、

普通、 満期に陣痛がついてき た り 、 産兆 、 お し る しが始ま っ て出血 した り します。 その と

き 、 すべて を早剥 と 疑っ た ら ば過剰診療になる し 、 ま た 、 患者 さ ん方に と っ て も非常に迷

惑な こ と にな る 。 そ う いっ た疑い も捨て切れないので、 切迫早産の時期であれば来院 して

く だ さ い、 そ こ で胎児心拍について確認をする と い う のは普通診療 と い う か、 それが標準

だと思います。

○鈴木委員

そのプロセス を書いてほ しい と い う こ と です。

○水上委員

はい、 わか り ま した。

○岡井委員長

一般的なお答えですね。 ただ し 、 医師の教育に携わる身 と しては 、 こ う い う 症状だっ て

早剥が隠れている か も しれないから 、 それには注意 しな さ い と教えな く てはいけないんで

す。

○鈴木委員

その注意と い う のは 、 水上先生おっ しゃ っ た よ う に 、 胎児心拍を見る と い う こ と であれ

ば、 な るべ く 早い時期に来院 して 、 心拍を検査 しま し ょ う と誘導 してい く こ と にな り ます

よね。

○岡井委員長

状況にも よ る んですよね。

○鈴木委員

現実にある 臨床 と 、 学問的に言われている こ と の垂離な ど も認識 しなが ら 、 医学的準則
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と して どんな感 じに必要なのか。 それ と 本件が車離 している のかど う か と い う のは、 医学

的評価だろ う と僕は思います。

○徳永委員

一ついいですか。 今のお話の中で 、 妊婦 さ んは胎児の胎動 と い う のが唯一、 自 分のおな

かの中にいる胎児について 自 覚でき る症状なんですよ 。 私 ど も 、 実際の臨床の場では、 出

血している と か、 おなかが痛い と い う と胎動が ど う 力確認.する んです。 そ して 、 い ろいろ

な指導を していき ますので、 そ う い う 記載がある と 、 妊婦 さ ん 自 身も赤ちゃんはこ の時点

ではこ う だっ た と か、 そ う い う こ と がわか り ますので、 そ う いった内容が少 し入る と 、 も

う 少 し経過がわか り やす く な る感 じが します。 その辺が入っ ている と 、 本人 自 身が こ の状

態について ど う 考えていたのか と い う こ と も含めて 、 理解 しやす く な る のではないかと思

います。 そんな こ と を追記 した ら ど う か と 考えます。

○岡井委員長

これは仮想事例で、 カルテになかっ た と い う 話で一応来ていますけれど も 、 実際にはそ

れは大事な こ と ですね。

○徳永委員

現場では 、 大体聞き ます。 来る よ う み こ妊婦 さ んを促す場合、 あ るいは満期産であれば多

少の出血はお し る し と理解でき ない し 、 陣痛かど う かも 、 我々 は陣痛かも しれない と 思 う

けれど も 、 妊婦 さ んがおなかが痛いの を ど こ まで陣痛 と感 じる か、 理解 している か と い う

こ と も 、 現実にはずれてい る と こ ろがあ る んです。

○上田理事

先生、 一般的に胎動はカルテ に記載されてますか。

○徳永委員

しています。

○上田理事

今回の仮想事例は記載されていませんが、 先生方は記載 されますか。

○徳永委員

仮想事例……

○水上委員

それは一般的ではあ り ません。

○岡井委員長
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一般的ではないね。

○水上委員

はい。 胎動については一般的ではあ り ません。

○徳永委員

そ う ですか。

○水上委員

はい。 こ のガイ ドラ イ ンには、 胎動に関 して どの よ う に考えるべきか と い う こ と が記載

されています。 赤ちゃんの ぐあいが悪く な る前に胎動減少が起こ る と い う 報告も あ る 、 し

か し十分には研究 されてない と い う こ と なので。

○徳永委員

母子間輸血症候群で、 数 日 前に胎動の 自 覚が少 しおか しい と訴えて 、 2 日 後 ぐ ら いに受

診 して私の と こ ろに送られてき た と き には胎児はほ と ん ど心拍がな く て 、 それが裁判にな

っ たケース が ございます。 一般的でな く て も 、 仮想事例 と か、 そ う い う も のを通 じなが ら 、

私 ど も は これか ら啓蒙 していかな く てはいけないわけですので、 各施設に胎動の 自 覚に関

する 、 それは原因が ど う か と い う こ と でな く て も 、 カルテ に記載する よ う な指導を してい

く べき だ と 僕は思 う んです。

○岡井委員長

先生、 それはき ょ う の仮想事例の報告書の書き方 と か、 そ う い う 議論と ち ょ っ と 離れて

います。 その こ と は大事なこ と で 、 最近、 ま た胎動に関する論文なんかも 出ていますので、

それはそれで議論 させていただき ます。

次に進め させていただき ます。 医学的評価の考察の と こ ろで、 も う 一度ディ スカ ッ シ ョ

ン していただき たいと思っ ている んですけれども 、 来院から 2 0 分で診断 して 、 3 0 分で

緊急帝王切開を した と い う 範囲の診療 レベルが標準的な医療水準であ る と い う 話、 時間を

ただ書 く だけではな く て 、 現場の医療では診断する のに一般的に これ く らいはかかる し 、

こ のケース は水準よ り 相当早い、 ス ムース に行っ ている と思 う んです。 その辺を書 く 必要

があるか ど う かです。

○是澤 リ ーダー

現在では、 一番 う ま く いっ て こ う だと思 う んです。 まず診断を して 、 それか ら家族に話

して 、 病棟の上の者に許可を と っ て と やっ ている と 、 2 0 分なんてい う のはすぐ進んで し

まいますか ら 。

- 1 9-



○岡井委員長

相当早い、 相当優秀。

○是澤 リ ーダー

ええ。 相当早 く やっ た と い う 想定に してお り ます。 それか ら 、 2 0 分 と い う のは ど こ か

ら 出た数字かわか ら ないんですが、 設置基準では 3 0 分以内 と なっ ています。 周産期セ ン

タ ーの設置基準では、決めてか ら児が 出 る まで 3 0 分以内 と なっ ている と思います。 ただ、

メ ディ アの調査では半分近 く でき ない と 。

○岡井委員長

でき ない。 実際、 ど こ かで調査 したデータ があ り ます。

○水上委員

これに載っ ています。 お手元のガイ ドラ イ ンの 1 2 7 ページの下か ら 3 行 目 、 本邦にお

ける帝王切開決断か ら帝王切開開始までの時間は以下の よ う に報告されている 。 平成 1 7

年度入院におけ る帝王切開実施までにかかる時間は 、 平均 4 7 . 7 分であ り 、 実施開始まで

に 1 時間以上かかる病院は 5 割近Gこ及んでいた。 施設別に見る と 、 総合周産期センサー

では 3 2 . 8 分であ る 。 これが 、 こ こ に掲載されている例です。

○是澤 リ ーダー

これは開始する までで、 児が出る ま でではないんですよね。

○水上委員

そ う です。

○岡井委員長

でも 、 児が出 る まで数分ですよね。

○是澤 リ ーダー

いや、 設置基準では児が出る までに 3 0 分。

○岡井委員長

これは、 あ く ま で も 目標基準みたいな も ので、 なかなかそ う はいかない。

○竹村委員

今のは、 診断がついてから で し よ う ?

○水上委員

開始決定か ら手術が始ま る ま で。

○岡井委員長
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帝王切開を決めてか ら です。

○竹村委員

こ の例みたいに 、 外来で来て 、 受付を通っ て外来の診察を して 、 ま た病棟に行っ て と 考

える と 、 本当 に こ んなに早 く でき る のか と 思 う ぐ らいの時間が書いてあ る んです。

○岡井委員長

こ の早割ま、 昭和大学ぐ らいですよ 。 う ち は早いです。

○是澤 リ ーダー

仮想ですか ら 、 でき るだけ議論を少な く し よ う と い う こ と で。

○岡井委員長

これは、 現実の医療現場でいえば、 相 当早い対応である 、 ト ップ レベルの対応であ る と

い う 事実があ る んです。

○鈴木委員

今、 おっ しゃ っ ている のは 、 帝王切開が必要だ と判断してから 、 開腹まで どの ぐ らいの

短いスパンでいける か と い う 話だと思 う んです。 私が こ こ で書いた 2 0 分 と い う のは 、 -

般的に 2 0 分以内 、 あ るいは 3 0 分以内に児を娩出でき た事案に関 しては、 常位胎盤早期

剥離でも予後が比較的良好だ と 言われている わけです。 そ こ が違 う な ら違 う と おっ しゃっ

ていただいた らいい と思います。 つま り 、 早剥の場合に、 児の安全か らする と どの く らい

の時間が 目標なのか と い う 時間設定と 、 実際上、 診断か ら帝王切開ま で どの ぐ ら いの時間

がかかる のか と い う のは別の話なので、 そ こ が別の話だ と い う こ と を理解 した上で説明 を

していかな く てはいけないだろ う と思 う んです。 3 0 分以内ででき る のだからいいんだ と

い う のは 、 逆に言 う と 、 早荊の場合は二、 三十分で出 さ ない と 危ない と い う こ と にな る と 、

早まり の予後はすご く 悪い と い う こ と ですよね。

○岡井委員長

ええ。

○鈴木委員

そ う い う こ と ですよね。 その こ と を き ちん と 理解させる必要があ る のではないか と い う

こ と です。 逆に言 う と 、 早剩の予後は診断 してから対応 して もすご く 悪い と い う こ と にな

れば、 再発防止 と しては、 早荊の場合には、 過剰診断の問題点が一方であ り なが ら も 、 で

き る 限 り 早 く 児心拍の検査をする こ と が必要なのか ど う か と い う こ と を 、 医学的評価と し

て将来に向かって議論 していかな く てはいけない。 過去に向かっ て何かを評価する のでは
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な く 、 将来に向かって言っ ていかな く てはいけない と思 う んです。 そ う い う 議論が 、 これ

まで産科学の 中で どの程度行われて き たのか と い う こ と も 関連 しなが ら 、 こ こ で新たな再

発防止策をつ く ってい く と い う こ と だろ う と 私は理解 しています。

○岡井委員長

鈴木委員が言われる こ と は理論的にその と お り なんですが、 現実に疑わ しい者は全部入

院 と い う こ と にな る と 、 何倍の患者 さ んを各病院は収容 しな く てはいけない と か、 現場で

は相当 なエネルギー、 必要労力が増える こ と るこでるんです。 例えば、 5 %以下全部に同 じ

対応をする と な る と 、 2 0 倍のエネルギーが要る わけです。 それは、 本当 に 日 本の医療で

対応でき る のか。 そ こ ま で話が行っ て しま う んです。 それか ら 、 そ う い う こ と に よ っ て児

の予後が本当 に よ く なっ たかまで検証しない と 、 今ま で我々 が行ってき た医療のや り 方を

大き く 転換して 、 切迫早産は全部早剩の疑い、 全部に対応する。 これは も のすご く 難 しい

んです。

○鈴木委員

難 しい と 書いていただき たい と 言っ ている んです。 それが説明責任ではないですか。

○岡井委員長

難 しい と書 く のはそれでいいのですが … 。

○鈴木委員

説明責任です。

○岡井委員長

だから 、 再発防止の対策はも う 一つ踏み込んで、 い ろいろな対応は実際、 現実に可能な

のか考えて書かない と 、 時間がかかる と 悪いから も っ と 早 く やれ、 疑わ しい者か ら早 く 処

置を しろ と い う ふ う に 、 すgま再発防止にはつなげられない と思います。 も う 一つ 、 一つ

深 く 突っ込んで。

○鈴木委員

そのディ ス カ ッ シ ョ ンが こ の場で必要なのではないですか。

○岡井委員長

そ う そ う 。 こ の委員会では再発防止の議論が必要になっ て く る 。 おっ しゃ る と お り だ と

思います。

○是澤 リ ーダー

項 目 を考えなければいけないのではないかと思 う んです。 資料 2 のマニュアル案では、
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まず事例があっ て 、 概要があっ て 、 脳↑竃麻痺発症の原因があっ て 、 それから臨床経過に対

する 医学的評価があっ て 、 3 . は行われた こ と " こ関 しての評価を して 、 後か ら考えてみて

ど う やった ら も っ と よ かっ たか と い う のが 4 . 臨床経過に関する 医学的評価なんです。 そ

れか ら 、 5 . で今後の産婦人科医療向上のために検討すべき事項と なっ ています。 ですか

ら 、 今、 -緒に議論 している よ う な。

○岡井委員長

そ う 、 そ こ まで話が行っ て しま っ たんです。

○是澤 リ ーダー

ですか ら 、 も う 少 し整理 して。

○岡井委員長

医学的考察 と か、 医学的評価に入る意見に関 しての話が少 し発展 したんですけれ ども 、

記載の仕方 と して 、 も う 少 し患者さ んのほ う か ら 、 現場の医療では診断する のに時間が こ

れぐ らいかか り 、 帝王切開を しな く てはいけない と い う 結論が出てか ら も 、 実際に胎児が

出 る までにはこれぐ らい時間がかかる と わかっ て も ら う よ う に書かない と 、 疑問が解消で

き ない と い う ご指摘はその と お り なので、 今度か ら 医学的評価の中にその こ と を入れてお

く と い う こ と " こ な る わけですね。

○是澤 リ ーダー

はい。

○岡井委員長

時間は、 も う いいですね。 それぐ らいかかる と い う 現実、 それでデータ も あ る 。

も う 一つ 、 児の蘇生の と こ ろが簡略過ぎる と い う ご指摘をいただいている んですが。

○松田委員

委員長、 その前に 、 仮想事例の 8 ページ、 診断 と 帝王切開実施の と こ ろです。 横の番号

でい く と 1 2 番、 子宮収縮抑制剤の点滴ですが、 常イ湖髭盤早期剥離を疑っ たのであれば子

宮収縮抑制剤は禁忌ですよね。 全体の流れから見る と 、 こ の治療が よ り 付加的に悪さ を し

た と は思いませんけれ ど も 、 適切な処置 と な されている と い う 表現に対 してはいかがな も

のか。

○岡井委員長

それは、 本当 に中身の話ですね。

○松田委員
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子宮収縮抑制剤 と い う のは 、 過強陣痛 と か、 それに伴っ ての緊急的な子宮内胎児蘇生の

治療であ り ますので、 常位胎盤早期剥離と疑っ ていれば、 む しろ これは悪い方向に作用す

る わけですか ら 、 これが適切な処置がな されている と い う 評価については、 議論をする余

地があ る のではないか と い う こ と です。

○岡井委員長

それは実際の……

○水上委員

そんな証拠はない よ 。

○松田委員

いや、 そんな証拠はない と はいえない。

○岡井委員長

そ う い う 議論が実際の場合は出て く る 。

○松田委員

そ う です。 出て く る 。

○水上委員

子宮収縮抑制剤の点滴が禁忌なんてい う こ と は 、 ど こ に も ないですよ 。

○松田委員

いや、 ト コ リ シス は常位胎盤早期剥離の禁忌ですよ 。 ウ テ メ リンは禁忌ですよ 。

○水上委員

こ のガイ ド ラ イ ンで勧め る と こ ろは 、 子宮収縮があって 、 胎児心音の悪化が見 られた と

き に子宮収縮抑制剤の投与を試みる こ と を勧めています。

○松田委員

それは、 エ ビデンス は完全には証明 されていません。

○水上委員

それも 、 エ ビデンス はあ り ません よ 。

○松田委員

だから 、 どち ら も一緒ですよ。

○岡井委員長

そ う い う 議論は、 本当の部会で、 現場でや ら な く てはいけない。 で も 、 実際こ う い う 議

論がある 問題 と い う のは、 どち ら が正 しいかも わから なかった り する こ と があ る ので、 ガ
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イ ドラ イ ンに こ う 書いてある と い う か、 本当 に標準はこ う と決ま っ ている こ と 以外は許容

範囲内に入っ てき て しま う と思 う んです。 よ り 高い レベルか ら見た場合、 こ の診療だ と ど

う か、 違 う や り 方をやっ たほ う がベターかも しれない と い う 話があっ た と して も 、 ガイ ド

ラ イ ン と かに記載されていない限 り 、 それは誤っ ている と か、 不適切 と はなかなか言えな

い と こ ろがあ る と思 う んです。 今の よ う な議論は、 本当 の現場では報告書の中身に対 して

出て く る 。

○鈴木委員

今の不適切 と言えない と い う こ と を指摘 している 限 り では一致している と思 う ので、 つ

ま り 抑制剤が適切な処置、 やるべき こ と をやっ ている んだ と るま 、 水上先生もおっ しゃ ら な

いわけですよね。

○水上委員

それは、 学問的にはわから ない こ と であ る 。 しか し 、 子宮収縮があっ て 、 心音悪化が見

られた と き には 、 子宮収縮抑制剤を投与する ほ う がむ しろいいのではないか と い う 意見も

強い。

○鈴木委員

そ う した ら 、 両論あ る と い う こ と ですね。

○水上委員

そ う ですね。

○松田委員

だから 、 こ の記載は少 し書き過ぎではないか。

○岡井委員長

医学的考察 と い う か、 こ ち ら では医学的評価と な っ ている んです。 医学的評価の と こ ろ

の書き方で、 今、 言った よ う な議論の場合、 問題はなかっ た と い う 表現がいいのか。 そ う

する と 、 あ と は問題があっ たになっ て しま う ので、 問題があった と 問題がなかっ たに分け

る のは ど う か と僕は思っ ている んです。 今の議論の よ う に 、 まだわから ない部分も あ る し 、

しか し私たちのやっ ている毎 日 の臨床 と い う のは、 最善はほ と ん どでき ない 、 相 当幅広い

レベルの開き があっ て 、 それが 日 常の臨床の中であっ て 、 問題あ り 、 問題な し と 決めつけ

る こ と はなかなか難しい と思 う んです。 こ こ の医学評価の書き方は、 一度、 そ こ だけでも

ディ スカ ッ シ ョ ンする必要がある と思っ ています。 き ょ う は、 こ の事例で行き ますけれ ど

も 、 ぜひ 1 回時間を と っ て。

‐2 5-



○上田理事

はい、 わか り ま した。

○岡井委員長

最初に議論 した こ と と 、 こ の こ と と 、 改めて時間をかけてや り たい と思います。 こ こ の

表現の仕方は、 ま た検討 します。

○水上委員

はし 、。

○岡井委員長

新生児の蘇生の こ と ですけれ ども 、 詳 し く 書いたほ う がいい。 も し 、 カルテに書かれて

いれば、 何時何分に出生 して 、 2 分後には挿管ができ た 、 0 2 を何%でやっ て、 アプガー

が変わっ て 、 何分後には赤 く なった と か書いたほ う がいいですよね。

○板橋委員

新生児科医が立ち会っている のであれば当然の こ と と思います。 その場では リ アルタ イ

ム に書けない こ と が多いのですが。

○岡井委員長

大概、 後で整理して書いて く れていますよね。 記録はある と思 う 。

○板橋委員

後で整理 して記録には書き ますので、 も う 少 し時系列的にわかったほ う がいい と “沈思い

ます。

○岡井委員長

では、 その と お り と い う こ と で。

○是澤 リ ーダー

よ ろ しいですか。 こ の症例は周産期センターですので、 当然、 新生児科の先生に立ち会

っ ていただけ る わけですが、 一般的には立ち会っ ていただけない こ と が多いです。 N I C

Uに搬送されてか ら 、 い ろいろな処置が行われる こ と も結構ある と思 う んです。 その と き

の情報の と り 方がずっ と 問題になっ ている わけですが 、 その辺は ど う いた しま し ょ う か。

○岡井委員長

それは、 こ の間 、 一応決めて。 ああ 、 き ょ う の後の と こ ろである ん じゃないかな。

○是澤 リ ーダー

も ら う と い う 話ですね。 それでわかる範囲 と い う こ と で よ ろ し ゅ う ございますね。
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○岡井委員長

はい 、 わかる範囲 と い う こ と ですね。 それはいいですね。

( 5 ) は 、 意見をいただいていますが、 これはよ ろ しいですね。 こんなに早 く でき る の

か。 要する に 、 こ の仮想事例は相当早 く やっ た事例である と い う こ と です。

○是澤 リ ーダー

こ の報告書は、 公表 されますか。 そ う い う 話を聞いている んですが。

○岡井委員長

こ の仮想事例は、 一つのサンプル と して公法妻 される 。 も う 少 し書き直すわけですよね。

○是澤 リ ーダー

書き直すんですけれど も 、 その と き に こ の意見を書いていいかど う か。 つま り 、 普通は

も っ と かか り ますよ と 。

○岡井委員長

先ほ ど言っ た よ う るこ 、 現場では時間がかかる も のだ と 書いて 、 帝王切開 を決めてか ら平

均的には こ う だ と 書いて 、 こ の事例は大変早い と い う こ と も 、 日 本の平均 レベルよ り 早い

と 書 く 。 公表 されるサンプルは、 き ょ う の議論を踏ま えて修正 して 、 理想的な報告書です。

皆 さ ん、 これか ら こ う い う ふ う に書いて く だ さい と い う 形になる わけですね。 よ ろ しいで

すか。

次は、 医療向上のために改善すべき事項と して 、 最初の報告書案で大変よ く やっ ている

ので、 た しかあま り 書いていなかっ たですね。

○上田理事

な しです。

○岡井委員長

な し と い う こ と を こ な っ たんですね。 と こ ろが 、 幾つか出ていま して 、 ( 1 ) の と こ ろでは、

先ほ どか ら議論 していた予防防止、 あ るいは 、 よ り 早 く そ う い う こ と を見つけ出すための

事項も 、 今後の医療向上のためには指摘する部分は指摘したほ う がいいのではないか と い

う 話です。 も ち ろん大事な こ と ではある んですけれど も 、 ど う い う 書き方で、 ど う する か

ですれ 何かご意見あ り ませんか。 事務局で考えていますか。

○上田理事

メ モに 、 仮想事例 1 の原因分析報告書 (案) についての修正 傷辱) と い う 2 枚の メ モがあ

り ますが 、 1 ページの 3 . です。
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○岡井委員長

似た話ですれ

○上田理事

改善事項について ご指摘があったので、 事務局の当初の報告書案では改善事項はな しで

したが 、 こ の よ う ね こ整理を してお り ます。 こ の点について も ご意見をいただければ≧思っ

ています。

改善事項については 、 大き く 3 つの事項があ り ます。 診療行為について検討すべき事項

と 、 分娩機関の設備や診療体制について検討すべき事項~ と 、 も う 一つは施設に限 らず、 社

会全体の産科医療体制について検討すべき事項があ り ます。 こ こでは、 診療行為について

の家族と の対応にな り ますので、 1 ) 診療行為について検討すべき事項に記載を しま した。

それか ら 、 全体的には、 3 ) 産科医療体制について検討すべき事項に患者さ んへの教育で

す と か、 医療担当者への教育の重要性、 それか ら常位胎盤早期剥離の無症状の こ と を竹村

先生か ら ご指摘いただき ま したので、 これ ら を記述 してお り ます。 ですか ら 、 改善事項に

ついて 、 も う 少 し工夫すべき と か、 先生方か ら ご意見をいただき たい と思います。

○岡井委員長

いかがですか。 医療向上のために検討すべき事項と しては 3 つあ っ て 、 実際に行われた

診療行為について、 後か ら言える こ と であっ て も こ う したほ う がいい と い う こ と を書き 出

す。 2 つ 団ま 、 設備や診療体制。 3 つ 目 は、 も っ と広 く 見た場合、 日 本の産科医療体制全

体と い う 視点か ら検討すべき事項を書き 上げよ う と い う こ と になっ ている わけですが、 こ

のケース の診療その も のでは、 こ こ で挙がっ ている のは 、 イ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト で

済ませている けれ ど も 、 文章に よ る説明があっ たほ う が よ かっ たのではないか。 今後のた

めの検討事項ですか ら 、 これか ら はそ う したほ う がいいです と 。 それか ら 、 事前の教育の

中で説明 。 常位胎盤早期剥離な どの手術直前に説明が困難と な る ケース については 、 事前

の教育、 これは母親学級と か、 そ う い う 話ですか。

○上田理事

そ う ですね。 はい。

○岡井委員長

望ま しい。 こ んな こ と ですが 、 しいて挙げればこ う い う こ と だろ う と思 う んですけれ ど

も 、 仮想事例では、 後の検討から言え る こ と であっ て も こ こ は直したほ う がいい 、 こ う い

う や り 方でな く て 、 こ っ ちのや り 方のほ う がいい と い う こ と で、 はっ き り 指摘でき る こ と
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は診療行為その も のについてはない事例なんです。 今、 松田先生が言われた こ と は一つあ

るんですが、子宮収縮抑制剤の使用法に関 してはまだ議論があ る ので、 はっ き り こ う だ と 、

ガイ ドライ ン と違 う こ と をやっ ている と い う こ と はないですよね。

○板橋委員

よ ろ しいですか。 ガイ ドラ イ ンはすご く 重要ですが、 ガイ ド ライ ンのそれぞれの項 目 に

ついては必ず しも レベル的には、 A ラ ンク は臨床のデータ が少ないですね。

○岡井委員長

あま り ないです。 A 、 B 、 C と か。

○板橋委員

B と か、 C の位置づけであっ て も 、 やは り ガイ ドラ イ ンに書いてある こ 割こ対する重み

づけ と いいますか、 それを重視すべき なのですか ? 今後、 原因分析の中で ど う い う 位置づ

けにする のか と い う のは、 すご く 重要ではないかと思 う のです。 C と い う のは 、 おそ ら く

ラ ンク と しては低い 、 エキスパー ト の意見で したっ け ?

○岡井委員長

Aが強 く 勧め る 、 B が勧め る 、 C が参考意見。 ど こ かに書いてある 。 Aが強 く 勧め る 、

B が勧め る 。

○水上委員

一番後ろに書いてあ り ます。

○岡井委員長

推奨される か。 そのA 、 B 、 C は 、 エ ビデンス レベルと 、 ま た 1 、 2 、 3 が あ る で し ょ

う ?

○板橋委員

それは違 う のですね。

○岡井委員長

ラ ンダマイ ズでやっ たプロ スペク テ ィ ブス タディ ー と か、 それ と みま ち ょ っ と 違 う 。 それ

も参考に して 、 学会 と して強 く 勧めます と い う の と 、 勧めます、 推奨 します と い う の と 分

けて。 だか ら 、 医学評価の記載の仕方の と こ ろ にかかわっ て く る わけですね。

○板橋委員

そ う ですね。

○岡井委員長
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今、 言われたガイ ド ラ イ ンの記載 と の整合性を考えて、 ど う い う 記載にする か と い う の

を 、 今度、 一般的な話 と して 、 1 回 、 時間をかけてディ スカ ッ シ ョ ン させていただき たい

と 思います。

○板橋委員

はい。

○岡井委員長

あ と は 、 早期発見 と かい う よ う な こ と の 、 患者 さ んへの啓蒙 と いいますか、 そ う い う こ

と るこ関 して産科医療は、 も ち ろん学会の責任も あ り ます し 、 厚生労働省の責任も あ り ます

し 、 妊婦 さ んにいろいろ と 教育、 指導 してい く と い う こ 割ま 、 こ う い う と こ ろ に書いてお

いて もいい こ と かも しれません。 診療ダイ レク ト ではあ り ませんが 、 こ う い う 症例があっ

た と き には、 そ う い う こ と も書き ますか。 患者さ んも 、 別に遅れたわけではないんですよ

ね。

○竹村委員

報告書に書 く よ う に と い う こ と ではな く て 、 今後 、 学会 と して 、 我々 と して ど う い う 教

育を患者に してい く か。 結局、 鈴木委員がおっ しゃ っ た よ 効こ 、 患者が ど う い う と き に来

るべき なのか、 何でもかんでも来る と い う こ 国こな る と 、 逆に本当 にやるべき 医療ができ

な く な っ て しま う こ と にな り ますか ら 、 そ こ ら辺が一番問題ではないか と 考えて こ う い う

ふ う に書いたんです。 だか ら 、 こ の報告書に必要だ と い う 意味ではあ り ません。

○岡井委員長

そ う する と 、 大体同 じ よ う な こ と ですけれ ど も 、 ( 4 ) は も う 済みま した よね。

D I C の こ と が患者さ んに説明 されていない と い う 前提で、 そ う い う こ と も説明すべき

であっ た と い う こ と が一つの意見 と して出ている わけですが 、 早荊の場合はD I C の こ と

も患者 さ んに説明 しておかな く てはいけないですよれ

○竹村委員

こ の場合はすべて う ま く いっ ている か らいいけれ ど も 、 早剩の場合は相当その危険があ

る わけです。 つま り 、 口頭で同意を得た と いって も 、 はっ き り 言っ て 、 も し これが後で悪

く なっ た らサイ ン も ないではないか と 。 多分、 鈴木先生は ご指摘にな る だろ う し 、 その辺

もお伺い したかっ たんです。 こ う い う 緊急の場合は 口頭だけでもいい と 、 一般の方 と い う

か弁護士な どはお考えにな る のか。 それはやむを得ない と 考え る のか、 それ と も 、 せめて

本人のサイ ンだけは と っ ておけ と い う ご指導をいただける のか と ,思っ て 、 書いたんです。
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ど う で し ょ う 。

○鈴木委員

まず、 前提 と して 、 再発防止に と っ て重要なのは 、 本件の事案は さ かのぼって考えれば、

レ ト ロ スペク テ ィ ブに考えれば、 よ り 早 く 受診する こ と ですよね。

○水上委員

そ う です。

○鈴木委員

そ う ですまね。 その受診を も う 少 し早 く させる ために 、 医療機関 と して努力する こ と が

あ る のか と い う 観点での分析は、 僕は必要だろ う と思 う んです。 つま り 、 入院時は助産師

な り 、 医師な り が コ ン ト ロ ール可能なわけです。 把握可能なわけですけれ ど も 、 外来は、

要する に 自 宅にいる わけですから 、 危険性の把握を妊婦さ んが しない限 り 受診につなが ら

ないわけです。 つま り 、 出血があっ てか ら なぜ 3 時間電話をかけなかっ たのか と か、 電話

をかけて受診の指示を受けてか ら 医療機関に来る ま でなぜ 1 時間かかったのか。 これは、

1 時間かかる距離にいれば当た り 前の こ と ですか ら 、 これ以上短冨縞する こ と はでき ないわ

けです。 だけ ど も 、 病院 と 目 と 鼻の先に住んでいて 1 時間かかる と い う のは、 そ こ に何ら

かの危機感がなかったか ら と い う こ と も あ る わけです。 痛みが出てか ら 3 時間 して電話、

電話 してか ら 1 時間たっ て受診、 こ こ を も う 少 し短 く する と い う 問題意識を持っ ていれば、

療養指導が も う 少 しいろいろでき たのではないか。

岡井先生がおっ しゃ る 、 そんな こ と した ら受診参者が増えて困る 、 医療ができ な く な る と

い う のであれば、 いち早 く 受診 しな さ い と勧め る場合と 、 も う 少 し様子を見て く だ さ い と

い う 指導 と の判断の分かれ割は ど こ にあ る のかを明確に していかない と 、 現場の人たちが

受診を勧めたほ う がいい場合と 、 む し ろ抑えたほ う がいい場合がかえっ て混乱する 。 その

辺の問題点、 情報をき ちん と 提供する こ と が重要だろ う 。 その情報提供が、 口頭でいいの

か、 書面を渡 してサイ ンま で も ら う のか と い う のは 、 後の責任問題の と こ ろで絡む話であ

っ て 、 再発防止の と こ ろで絡む話ではない と思います。

○宮澤委員

先ほ どか らやは り 出ている んですけれ ど も 、 受診を早 く して管理を病院の中に置いたほ

う がいい と い う のはそ う なんですけれど も 、 では ど う い う 場合にでき る のか。 今 、 水上先

生おっ しゃいま したけれ ど も 、 こ の事例の中では どの段階で早期胎盤剥離を疑っ て言える

のか と い う と 、 おそ ら く は難 しかっ たのでではいか。 区別がついていて 、 受診を早期に促
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すべき何ら かの兆候があっ たか と いえば、 おそ ら く はなかっ た と い う のが本件の事例だと

思 う んです。

○鈴木委員

それは、 プ ロ スペク テ ィ ブに見てそ う ですけれども 、 レ ト ロ スペク テ ィ ブに見て 、 それ

でよ かっ たんだ と い う 判断をする のか。

○宮澤委員

よ かったんだ と い う わけではな く て 、 事例が幾つ も重なっ ていっ て 、 何 らかの兆候と し

て確定でき る も のが抽出 される かど う か と い う のは、 これか ら の問題ではないかと思 う ん

です。

○鈴木委員

抽出でき る か ど う かは 、 まずは医学的な評価が ど う されているか、 これまで ど う されて

き たか。

○宮澤委員

そ う 、 医学的な評価 と して。

○岡井委員長

難 しいんです。 早荊は何やかんや言いなが ら相当 の頻度がある わけで、 も ち ろん早 く 見

つければ早 く 見つけたい し、 予防できれば予防 したいわけですが、 その結論は世界中で出

ていないんです。 結局は 、 あ る程度進んだも のを診断 して 、 診断した ら胎児の状況に よ っ

て 、 基本的には早 く 帝王切開する 。 今、 そ う い う 対応 しか現実にでき ていない。

○鈴木委員

だか ら 、 診断 してなるべ く 早 く と い う と こ ろは 、 あ る程度努力 を している わけなので、

診断をいち早 く する ために ど う い う 工夫が必要なのか と い う のを将来に向かっ て。

○岡井委員長

これは、 産科の一つの重要な課題ですよ。 早荊は、 ど う い う 症状だ と 患者さ んに連絡 し

て も ら う か。 その話を聞いた と き 、 医療提し供者は ど う した と き に早 く 来て も ら う か。 それ

こ そガイ ド ラ イ ンをつ く り たい ぐ らいですが 、 それはやは り 研究を進め症例も集めない と 、

こ の 1 例があっ たか ら こ こ の場ですぐ結論を出せる こ と で も ないんです。

○鈴木委員

だか ら 、 そ う い う 課題を再発防止策 と して提示 した ら ど う で し ょ う か。 そ こ 々 こ課題にな

っ ている 。 早刻はそ こ が課題になっ ている と い う こ と を提示すれば、 その課題をまた引 き
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取っ て 、 研究が進んでい く と い う こ と も あ る わけですから 。

○徳永委員

一つは、 最初は顔が見えない と こ ろで対 している わけで し ょ う 。 だか ら 、 やは り 専門家

と い う か、 初期対応の と こ ろで ど う い う情報を得るか。 何かいい方法があっ て 、 今後の方

向に生かせる よ う な問題が出ればいい。 僕 と しては、 先ほ ど も言っ た よ う る こ 、 胎動的な も

のだ と か、 痛みのほかに伴 う 症状がないか と誘導的な質問を してあげな く ては 、 患者 さ ん

はわから ないんです。 出血があっ ておなかが痛い と 言っ て も 、 それが陣痛なのか、 本当 に

早荊みたいな危険があっ てそ う なっ ている のか。 そ う い う 方向を出すのは難しいかも しれ

ないけれども 、 鈴木先生が言われている のは、 も しそんな こ と がある のだっ た ら 出 したほ

う がいいのではないか と い う 指摘で し ょ う ?

○鈴木委員

はい。

○岡井委員長

実際、 ガイ ド ラ イ ンに書ける 中身ではな く て 、 こ う い う こ と が重要だか ら研究を進めて 、

学会 と して も指導を出せる よ う に しな さ い と い う こ と を 、 む しろ問題提起する 。

○是澤 リ ーダー

こ の方策 と して 、 こ こ には書かなかったんですが、 香川大学の原教授が在宅モニタ リ ン

グをやっ ている んです。 非常に初期段階で、 実際に どれ ぐ らいでき る かよ く わか ら ないん

ですけれ ど も 、 分娩監鈷児装置を貸 し出 して 、 そのデータ を携帯電話で と っ て く る と い う こ

と をやっています。

○岡井委員長

一つの試みですね。

○是澤 リ ーダー

試みです。 そ う い う こ と がずっ と 進んで く れば、 実用化 されれば何かあ る んですけれど

も 、 まだ全国的には と い う 感 じです。

○岡井委員長

そ う い う こ と をみんなやる よ う になっ た と き 、 早剰で亡 く な る例が どれぐ らい減 らせる

か と い う のは、 本当 にやっ てみない と わか ら ない。

○徳永委員

でも 、 こ の症例の場合、 私たちが一般的に、 僕が一般医者と して見た場合、 血圧も今ま
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で高 く も ないわ 、 痛みの訴え もそんなに 、 電話でこ ち らで聞いている 限 り では大 した こ と

ない。 数時間の ラ グタイ ムの後で受診 して、 モニターをつけて初めて こ う だ と い う 格好で

確認 したわけで し ょ う 。 そ う い う点では、 こ のケース については、 一つのやるべき 内容 と

い う か、 先ほ ど鈴木先生が言われた よ う に 、 我々 が電話で受け答え した時点で早荊を疑 う

よ う な状態があっ たか と い う と 、 やは り なかっ た と い う 結論なんだと思 う んです。 そ う い

う 点で、 こ の事例の一つの報告書と い う のは、 こ の ぐ らい しか書けないのかな と い う 感 じ

も しますね。

○岡井委員長

医学評価に関 しては、 そ う い う こ と &こ な る と 思 う んです。

○楠田委員

いいですか。 い ろいろお聞き していて 、 原因分析 と い う のは、 当然、 何例かこれか ら 出

て く る わけですよね。

○岡井委員長

仮想事例を も う 少 しや り ます。

○楠田委員

いや、 実際の例。

○岡井委員長

いや、 実際の例はそんな……

○楠田委員

要は、 こ の一例だけで、 こ う い う 方法をやれば防げる と い う のは、 ち ょ っ と 言い過ぎだ

と思 う んです。 で も 、 逆に何も そ う い う 改善策を示さ ない と い う の も 、 やは り 言い足 らず

だと思 う んです。 ですか ら 、 今後 、 こ う い う 症例を積み重ねる こ と じこ よ っ て 、 何 らかの予

防策が出て く る かも しれない と い う のが 、 今回、 今後の こ と と して言え る こ と ではないで

すか。 言い過ぎて も だめだ し 、 言わな過ぎる の も ち ょ っ と あれなので、 こ う い う こ と が積

み重なればも っ と いいこ と があ る だろ う と い う と こ ろだと思 う んです。

○岡井委員長

その他の と こ ろは、 語句の問題です。 それは、 一応、 修正案が出ています。 では 、 説明

していただいて 、 決めて しまいま し ょ う 。 こ う い う 場合は、 これか ら こ う い う ふ う に表現

しま し ょ う と 。 同 じ こ と が出て こ ないよ う に。

○是澤 リ ーダー

‐34-



4 ) その他で、 3 ページの 6 行 目 、 ｢強 く 疑われ｣ と い う 語句の問題が指摘されま した。

確かにおっ しゃ る と お り で、 根拠があっ て疑っ た場合は診断ですので、 全部 ｢診断｣ に変

えま した。

それか ら 、 2 ページの 7 行 目 、 ｢妊婦健診は定期的に受診 してお り ｣ は。

○岡井委員長

これは、 完全に 日 本語の問題だか らいいん じゃ ないですか。 前の表現のほ う が。

○上田理事

そ う ですね。

○是澤 リ ーダー

それか ら 、 1 2 行 目 、 A F D を直訳 した も のがあ り ま したので、 単純に ｢妊娠週数相当 ｣

に修正いた しま した。

次の下線が引いてあ る と こ ろは 、 助産師が話 した言葉を書いたも のですか らかぎ括弧を

つけま した。

3 ページ、 診断の根拠ですが、 診断の後に書いてあっ たので前に持ってまい り ま した。

｢総合周産期センター｣ は 、 ｢総合周産期母子医療センタ ー｣ が正確な言い方ですので、

修正いた しま した。

以上でございます。

○岡井委員長

あ り が と う ございます。

根拠があっ て強 く 疑われた と き は 、 も う 診断された と い う 話に して しま う 。

○是澤 リ ーダー

臨床的に診断した と い う こ と で。

○岡井委員長

カルテの記載を も と に整理してい く と き に 、 サスペク ト なんて書いてある場合は ｢疑わ

れた｣ と い う 記載になっ て き ますよね。

○是澤 リ ーダー

完全な文章でないこ と も あ り ま して 、 例えば ｢胎盤の後ろ に血腫が見える ｣ ｢常位胎盤早

期剥離｣ の間がない場合があ る わけです。 その場合は、 疑っ たのか、 診断したのかよ く わ

か ら ない こ と があ り ますので、 何も書いてないで根拠があ る場合には診断 した 、 根拠が書

いていない場合は疑っ た。 そんな感 じで書き あ ら わそ う か と 。
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○鈴木委員

その書き方は、 記録に何て書いてある かを書き写 している だけですよね。

○是澤 リ ーダー

だか ら 、 これがない場合。

○鈴木委員

記録にない と か、 あ る と か と い う 書き写 しを 、 こ の委員会が診療の経過 と して ど う 認定

する か と い う と こ ろが必要だと思 う んです。 書いてある こ と を書き写 している だけでは評

価にな ら ないので、 これこれの記載があっ た こ と 、 あ るいは、 これこれの記載がなかっ た

こ と が診療の経過、 常位胎盤早期剥離の診療の経過 と して 、 こ の段階に ど う あっ たのか と

い う 評価。

○岡井委員長

評価 と は別です。 経過の……

○鈴木委員

僕が言っ てい る評価 と い う のは医学的評価の話ではな く て 、 診療の記載が十分 されてい

れば事実関係は明 らかにな り ますけれど も 、 十分されていない と き に事実関係が明 らかに

な ら ない と い う こ と でいいのか と い う こ と です。 あ る程度科学的な推測な どを交えて 、 明

ら かに推測でき る と こ ろは推測 してい く と い う ふ う に しない と 、 何が起き たのかは記録し

かわから ない と い う こ と しこなって しま う 。 こ の委員会があやふやな事実に基づいて医学的

評価を している と なっ て しま う ので、 書いてあ る こ と や書いてないこ と をそのま ま書 く だ

けではな く て 、 その経過を ど う 認識 したのか。 こ の委員会が ど う 認識 したのか。

○是澤 リ ーダー

委員会の前に、機構が ど う い う ふ う に認識 したか と い う こ と を概要に記載する わけです。

それを患者さ ん と 医療機関に送付いた しま して 、 これで間違いがない力確認、 して 、 それか

ら部会に上がっ てき ます。 こ ち らが判断 した こ と を両者か ら承認を受けて 、 部会に上がっ

て く る こ と にな り ます。

○岡井委員長

そ う い う 過程を通 して こ こ に出て く る と い う こ と で よ ろ しいですか。

○鈴木委員

はい 、 結構です。

○岡井委員長
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｢診断を確定 し｣ を ｢診断し｣ と い う のは、 前に疑っ ていたけれ ど も確定でき なかっ た

こ と を確定 した と い う こ と も あ る わけで、 こ こ の事例では、 こ の場合は ｢診断し｣ でいい

だろ う と い う だけの話ですよね。 ｢診断を確定し｣ と い う 言葉は使わない と い う 意味ではな

いで し ょ う ?

○是澤 リ ーダー

そ う なんですが、 こ の事案に関 しては 、 前、 ご指摘あっ たよ う に胎盤所見を見ない と確

疋診断はでき ないわけです。 ですか ら 、 ｢診断を確定 し｣ と い う のは少 し紛 らわ しいので ｢診

断 し｣ と しま した。

○岡井委員長

こ の事例の、 こ こ の記載の部分ではね。

○是澤 リ ーダー

はし 、。

○岡井委員長

｢確定 し｣ と い う 使い方も ある わけですよね。

では、 言葉はこれでも う 終わ り & こ します。 今、 議論 していただいたこ と を踏ま えて 、 案

を修正 した も のをお送 り させていただき ますので、 再度ご確認いただいて、 一つのサンプ

ル と してつ く り 上げる こ と るこ したい と思います。

時間が 2 0 分オーバー して しま っ たんですけれ ど も 、 模擬部会で、 報告書案の書き方 と

か内容につき ま して ご意見ございますで し ょ う か。 ご発言いただいてない豊田委員、 何か

あ り ます ?

○豊田委員

私、 幾つかこ う い う 委員に入っ た こ と がある んですけれ ど も 、 産科は産科で難 し く て 、

私 もお産の経験はあ り ますけれ ど も 、 それでもやは り 。

○岡井委員長

なかなか難 しいですね。

○豊田委員

なので、 も う 少 し勉強 させて く だ さ い。 また疑問が出て く る と思 う ので。

○岡井委員長

医学評価はなかなか難しい と思いますけれど も 、 こ んな形で、 ど う して も これ く らいの

文章になっ て しま う んですよね。 正確な も のを書こ う と する と 。
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○豊田委員

そ う ですよ ね。 それはそれで、 これでいいんだと思 う んです。 だか ら 、 別途、 何かつ く

ったほ う がいいのか、 も う 少 し。

○岡井委員長

本当 に平た く 、 細かいこ と は書かないで、 概要は こ う い う こ と だ と わかっ て も ら う だけ

でも書 く ほ う が 、 つけたほ う がいいか ど う かですね。

○豊田委員

お母さ んたちに少 し意見を聞いてみます。

○岡井委員長

よ ろ し く お願い します。

それでは、 き ょ う の議事 1 ) はこれで終了 させて も ら っ て 、 議事 2 ) に行き たい と 思い

ます。 前回の委員会で出た議論 と 、 それに対する対応等について 、 残 り の時間 ご審議いた

だき たい と 思います。 ご説明いただけますか。

○後技監

き ょ う の本体資料は 2 枚紙ですけれ ど も 、 1 ページの 2 ) 前回の原因分析委員会 と い う

と こ ろです。

( 1 ) が 、 前回の委員会におけ る 主な意見 と なっ てお り ます。 まず、 N I C U等か らの

情報収集について出た ご意見でございます。

1 つ 目 の○ですけれど も 、 N I C Uか ら情報を入手する のは 2 段階になる と い う ご意見

があ り ま した。 1 つ 団ま分娩機関が行 う 情報収集、 も う 一つは、 必要な場合、 原因分析委

員会か ら行 う 収集 と 、 こ う い う 2 段階でございます。

2 つ 目 ですけれ ど も 、 患者、 保護者の同意を事前に得る よ う な方法を講 じ る と い う ご意

見。

3 番 目 の0は、 具体的には今後整理していこ う と い う ご意見でございます。

原因分析に係る保護者の意見書は、 前回 、 資料があっ て 、 き ょ う は資料はございません。

次回以降、 ご審議いただき ますが、 これに関する ご意見 と い う こ と で、 1 つ 目 の0につい

て ご説明 します。 こ の ご意見は、 家族へ案内文を送付する ためのタ イ ムス ケジュ ールを模

式化 した も のを用意 してほ しい と い う こ と で、 こ の資料は用意 しま したので、 後ほ どの議

題でご説明いた します。

2 つ 目 の○は 、 保護者及び分娩機関の双方か ら意見を聞 く と い う ご意見。
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3 つ 目 の○で、 本委員会の 目 的は医学的な評価を行 う も ので、 双方の調整を行 う も ので

はない と い う ご意見。

4 つ 目 の0は 、 前回、 第 1 報、 第 2 報 と い う 2 種類が資料と してあっ たんですが 、 こ の

位置づけが不明確 そ して 、 依頼文の内容がわか り づ らい と い う こ と で、 わか り やすい文

章に してほ しい と い う ご意見。

そ して 、 一番下の○、 分娩機関は運営系瑯織でま と めた事例の概要を確認する と い う ご意

見があ り ま した。

次のページにまい り ます。

仮想事例における原因分析報告書ですけれど も 、 1 つ 目 の0は 、 今 日 行いま した よ う に

模擬育部会の形式で議論を行っては ど う か と い う ご意見があ り ま した。

そ して 、 重大な過失が明 らかである と思料される ケース について、 1 つ 目 の0ですが 、

故意に近い過失 と はルール違反、 医学準則を知っ ていなが ら 、 あ えて逸脱 した行為を した

場合である と い う ご意見。 それか ら 、 重大な過失が認め られる事例で、 分娩機関がその過

失が認めない場合、 分娩機関に しかるべき対応を と る よ う に勧告する と い う ご意見があ り

ま した。

以上です。

○岡井委員長

あ り が と う ございま した。

今の ご説明は 、 前回の原因分析委員会で出てき た意見を整理 して も ら ったんですが、 そ

れに対 してのま と め と い う か、 対応に関 しては ( 2 ) ですね。

○後技監

はし 、。

○岡井委員長

そ こ ま でご説明 をお願いでき ますか。

○後技監

それでは、 続けて ご説明いた します。

( 2 ) 主な意見に対して関連する事項ですけれ ど も 、 まず分娩機関及び保護者か らの確

認について と い う こ と で、 タ イ ムスケジュール表をつ く り ま した。 資料 3 でございます。

機型の図になっ てお り ます。 2 枚紙でございます。

資料 3 の最初のページですが、 真ん中がフ ロ ー図でございます。 上が フ ロ ー図の説明 に
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なっ てお り ま して 、 丸数字はそれぞれ対応 してお り ます。 一番下は、 各段階のお よその所

要 日 数を矢印の中に書いてお り ます。

フ ロ ー図を ご ら んいただき たいのですが 、 ①は運営組織か ら児 ･ 家族へ向か う 矢印です

けれども 、 審査結果の通知書をお送 り する 、 つま り 補償対象 と なっ て審査結果の通知書を

お送 り する と き に 、 後 日 、 意見をいただき ます と い う 旨の案内文を送る こ と にな り ます。

②は、 運営組織か ら分娩機関に伸びている矢印ですが 、 事例の概要を運営組織でつ く り

ま して 、 確認書及び依頼文--資料4 でご説明 します--をお送 り する と い う 段階でござ

います。 こ こ ま でがおよそ 1 4 日 以内 と なってお り ます。

③は、 分娩機関か ら運営組織に伸びる矢印ですが 、 分娩機関に事例の確認を していただ

いて 、 確認書をお送 り いただき ます。 ただ し、 その下に※が書いてあ り ますが 、 修正等が

あ る場合は運営組織や分娩機関に確認を行 う と い う こ と で 、 確認作業を行 う こ と " こな り ま

す。 こ の期間が 、 お よそ 1 4 日 か ら 3 0 日 以内 と なっ てお り ます。

④は 、 運営組織か ら児 ･ 家族に伸びている矢印ですが 、 ③の段階で固ま った事例の概要

と意見書提出についての依頼文をお送 り する こ と & こな り ます。 それを見ていただいてお返

事をいただ く わけですが 、 その間が 3 0 日 以内になっ てお り ます。

次、 児 ･ 家族か ら伸びる矢印ですが 、 返送のある 、 な しで、 つま り お返事のあ る 、 な し

で矢印が分かれてお り ます。 お返事のない場合、 -番上にな り ますが 、 ⑧報告書案作成 と

あ り ますよ う るこ報告書の作成に移 り ます。

⑤の返送がある場合、 ご意見があ る 、 ないで 2 つに分かれてお り ます。

まず、 ご意見がない場合は、 意見な しなので⑧の報告書案作成に移 り ます。

ご意見があ る場合ですけれども 、 今度は⑥にまい り ますが 、 報告書の中に児 ･ 家族から

の情報 と い う 欄があ り ますけれど も 、 そ こ にご意見を書く こ と にな り ます。 それを児 ･ 家

族に送付する こ と にな り ます。 こ こ に要する期間がお よそ 1 4 日 以内 と なっ てお り ます。

児 ･ 家族に書かれている 内容を確認いただき ま して 、返送 していただ く こ と にな り ます。

これが⑦の確認書と い う こ と にな り ます。

下に※が書いてあ り ますが、 その記載に修正等がある場合はやは り 確認作業を行 う こ と

に してお り ます。 こ こ に要する期間がお よそ 3 0 日 で、 それが終わった ら⑧の報告書案作

成に移る こ と にな り ます。

全工程が 3 . 5 カ月 か ら 4 カ 月 と い う 案になっ てお り ます。

2 枚 目 は、 今、 申 し上げま したフ ロ ー図を 、 運営組織を中心に して 、 運営組織が分娩機
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関 と の間でするや り と り 、 それか ら児 ･ 家族 と の間でするや り と り の 2 つに分けて整理 し

た図でございます。 同 じ こ と を言っ てお り ます。

運営糸曲織の太い四角い囲みの中 、 上の四角 の①か ら④ですけれども 、 運営組織が分娩機

関 と行 う や り と り ですけれど も 、 ①にあ り ますよ う 々 こ事例の概要の確認を行います。 そ し

て 、 修正があれば、 これ も確認をいた します。 ②で、 その概要は家族に送付いた します。

③ですけれ ども 、 児 ･ 家族から の意見が報告書の児 ･ 家族か ら の情報と い う 欄に記載され

る こ と を 、 分娩機関に説明 を してわかっておいていただ く こ と にな り ます。 ④は 、 分娩機

関か らの情報 と家族か ら の意見が異なる場合は両論併記、 両者を記載する こ と も説明 して

おいて 、 わかっ ていただ く こ と にな り ます。

下の四角 は、 運営組織と児 ･ 家族 と の間のや り と り です。 ①にあ り ますよ う " こ 、 事例の

概要を参考に意見書を ご記入いただ く こ と にな り ます。 ②で、 報告書の児 ･ 家族から の情

報の記載について確認を行っ て 、 修正があれば修正する と い う 確認を行います。 ⑧ですけ

れ ど も 、 疑問等の意見について、 本制度において対応でき る も の と 対応でき ない も の と が

ある こ と を説明 しておいて、 よ く わかっておいていただ く こ と にな り ます。 最後 、 ④です

が、 意見が異な る場合は両論併記 と なる こ と も ご説明する こ と にな り ます。

資料 3 の ご説明は以上でございます。

○岡井委員長

あ り が と う ございま した。

今、 ご説明いただき ま した資料 3 につき ま して 、 ご意見ございますで し ょ う か。 分娩機

関 と保護者の方の情報を得る こ と に関 して 、 その手続等、 何回か議論を重ねてき た最後の

ま と めにな り ます。 これでよ ろ し ゅ う ございますか。 こ う い う ふ う る こ順番に手続を踏んで

い く と 、 報告書の作成にかかる までに 3 カ月 半の 日 数を使っ て しま う こ と " こな り ますけれ

ど も 、 仕方がないですかね。 ち ゃん とやっ たほ う が。 何かご意見ございますか。

○隈本委員

では、 私か ら 。 非常に手厚 く お聞き いただけ る よ う に変わっ て 、 非常にいい と 思います。

大変いい と思います。

し点だけ 、 事例の概要の中身が報告書の事実経過の と こ ろ ぐ らい難 しい と 、 なかなか難

しいかな と 。 言葉遣いですね。 豊田委員 も少 し戸惑っ た と おっ しゃ っていたんですが、 も

ち ろん報告書は医学的に素養のあ る方もお読みになる し 、 その方々 に今後の参考に してい

ただ く と い う 目 標があ り ますか ら 、 学術用語で正確に書 く と い う こ と も大事です し 、 冗長
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でない と い う こ と も読みやすい と い う 意味ではいい と思 う んですが 、 概要は 、 やは り 概要

ではある けれ ども 、 起き た状況が読んだ人の 副こ浮かぶよ う な説明がない と 、 素人の方に

読んでいただいて問題あ り ますか と 聞いて も 、 木で鼻を く く った よ う な対応 と い う 印象が

ある と思います。 おそ ら く こ こで言 う 事例の概要、 こ の文章が皆 さ んにお配 り す る事例の

概要その も の 、 イ コールである と する と 、 非常に心配だな と い う 気がいた します。 も し 、

よ ろ しければ、 原因分析報告書になる も のは学術的に正 しい文章で、 短 く う ま く ま と めた

も のであっ ていいのですが、 事例の概要 と して双方にお示 しになる場合には、 も う 少 しわ

か り やすい文章にでき ないか と い う こ と が印象 と してあ り ます。

○岡井委員長

わか り ま した。 先ほ どあっ た報告書その も のに関 して も 、 サマ リ ー的な 、 いわゆる一般

の言葉で平た く 書いた も のをつける か と い う こ と があ り ますので、 最初にこれでいいです

か と お聞きする と き も 、 そ う い う も のをつけ る か ど う か検討させていただき たい。

○隈本委員

ぜひ、 お願い したい。

○岡井委員長

これを ト ラ ンス レー トする わけですね。 一般の人の手紙の文章の よ う に。

○隈本委員

そ う ですね。 別にそんなに難 しい こ と ではな く て。

○岡井委員長

用語がわか り に く いですね。

○隈本委員

臨床の先生方も)患者さ んが 目 の前に来た ら 、 出生児体重二千五百何グラ ム 、 身長なん

てい う 言葉遣いはせずに、 普通にお話になる と思 う んです。 その言葉を 、 そ う い う 文章で

事例の概要を書いていただければ読んでわかる と思 う んですが 、 も し報告書における②が

そのま ま書かれていた と する と 、 それを理解する のはやは り ご く 一部の人なのではないか

と い う 気が しま した。

○岡井委員長

だか ら 、 これを普通の人がわかる言葉に訳 さ ない と いけないんですよ 。

○上田理事

報告書の概要 と して 、 資料 1 ー 2 の分娩経過一覧表を考えてお り ます。 先生ご指摘の概
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要が も う 少 しわかる よ う な も のに したい と 思います。

○岡井委員長

これはこれでわか り やすいんですが。

○隈本委員

こ の表も非常にわか り やすい と思いますけれど も 、 例えば胎盤後面の血腫な し と い う の

は、 専門家の皆 さ んから言えば、 胎盤の後ろ側に こ う い う も のがないんだか ら 、 剥離が始

ま っている と い う 証拠にはな ら ない と お思いかも しれませんけれど も 、 一般の方々 に胎盤

後面の血腫な しです と 言った と して も 、 それはおそ ら く 伝わ ら ないで し ょ う 。 診察室でそ

う い う 質問 、 ど う なんですかねと 聞かれた と き に 、 胎盤の裏側に血の塊が写っ てないか ら 、

多分、 剥離はまだ始ま っ てないのではないですか と ご説明 になる と思 う んです。 も し 、 診

察室だっ た ら 。 そ う い う 言葉で書いていただければ と感 じま した。

○岡井委員長

わか り ま した。 おっ しゃ る こ と 、 私、 よ く 理解 しま した。 そ う い う ふ う に一般の方がわ

かる言葉に訳すこ と はでき る んです。 その気になっ てないだけで、 例えば推定児体重だっ

て 、 おなかの赤ちゃんの体重を推定する と これぐ らいです と い う 書き方 も でき る わけだ し、

胎盤の後ろに血の塊がないので、 はがれてそこ に血がたま っ ている と い う 証拠はこ の検査

では見つか り ませんで した と 書けばいいわけで、 それだけの話ですね。 つけ る か ど う かで

すま 。 やは り つけま し ょ う 。

○隈本委員

はい、 ぜひ と も 。

○是澤 リ ーダー

バージ ョ ンを 2 つつ く る と い う 意味ですか。

○岡井委員長

患者さ んが理解でき る 。 本当の報告書と 、 概要 と 、 それに一般の人が見てわかる訳本、

説明書みたいな。

○隈本委員

も し 、 問題なければ、 患者 さ んにお渡 し した事例の概要が報告書にそのま ま コ ピペ され

て も全然いい と思います。 それが医学的に間違っ ている と い う こ と でなければ。 要する に 、

翻訳をする行為その も のは、 報告書が若干長 く な る と い う デメ リ ッ ト はあ る にせよ 、 も し

こ の報告書を、 例えば最初の 5 0 例 ぐ らいはみんな真剣に読む と 思 う んです。 一般市民の
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方も 、 関心のある方は。 そ う いっ た方に も わか り やす く する のは、 別にわか り やすいほ う

は 、 わ ざわ ざ難 しいほ う を公表 しな く て もいいよ う な気が します。

○岡井委員長

でも 、 公式の……

○是澤 リ ーダー

訳す と原文 と 、 英文学 と 日 本語学 と 同 じなんですけれど も 、 内容は同 じで も ニ ュ ア ンス

が違 う と い う こ と が結構出て く る んです。 ですか ら 、 バージ ョ ンを 2 つつ く っ て 、 医者用

と いいますか、 分娩機関用 と 患者さ ん用 と 両方つけた ら いかがですか。

○隈本委員

お手間でなければ、 そ う していただいて。

○岡井委員長

そ う しま し ょ う 。 い く ら何で も 、 報告書 と 正式に残る も のがあま り 平たい言葉ではやは

り おか しいんですよね。 そ う で し ょ う 。 国民の皆 さ んにわか ら な く てはいけない法律だっ

て法律用語を使っ て書いている わけです。 別にちゃん と 説明 しな く てはいけないけれど も 、

やは り 必要な書類 と して 、 公式な も のは正 しい用語を使っ た 、 正 しい書き方に沿っ た も の

が一つない と 、 パンフ レ ッ ト に書いてある も のはあっ たほ う がわか り やすいけれど も 、 そ

れに全部変えて しま う わけには、 ずっ と 残 してい く わけですか ら 。

○隈本委員

わか り ま した。

○宮澤委員

私、 1 つで も構わない と思っ ている んです。 平たい言葉一つでいいのではないか。 法律

だっ て 、 実は条文が離 し過ぎる か ら 口 言謝ヒ してい こ う と 、 どん どん一般の用語に変えてい

く 作業もやっ ていますか ら 、 その意味では一般的に通用する言葉で書 く ほ う が大事だ。 気

になっ たのは 、 途中で正式な も の と 平た く やる と ニュ ア ンスが違 う と い う お話があっ たん

ですが、 ニ ュ ア ンスが違っては困る ので、 ニ ュ ア ンスが違わない よ う “こっ く るべき です。

平た く やった も の と難 し く やっ た も ののニュ ア ンス が違 う と い う のだった ら 、 それはつ く

り 方が間違っ ている のであっ て 、 平たいも ので統一 して 、 ニ ュ ア ンス も き ちん と 正確に伝

わる よ う につ く る方向を 目 指すべき だと思います。 専門家が見て も一般の人が見て も 、 等

し く わかる と い う のが一つの文章と して必要なのではないか と 、 私は思います。

○河野委員
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それは可能なんですか。

○宮澤委員

それが可能かと 言われる と 。

○河野委員

私が言いたいのは、 言葉は定義がすご く 難 し く 、 たぶん、 専門家の頭の中にはき ちん と

した も のがあ る と思 う のですが 、 それを平た く 表現する と伝わ ら ない と か、 逆に間違っ て

伝わる こ と がある のではないで し ょ う か。

○宮澤委員

例えば、 平たい言葉を使っ た後に括弧 して専門用語を入れてお く と い う よ う なや り 方で、

幾つかの工夫によ っ てそれはな し得る こ と なのではないかと思 う んです。

○水上委員

今、 事例の概要の話ですよね。 事例の概要を医学の専門家でない、 例えば普通の患者さ

んが読んで理解でき る よ う に正 し く 伝え られる かど う か、 ずっ と 眺めていたんですけれ ど

も 、 容易です。 でき ます。 ですか ら 、 2 種類つ く る必要はないと思います。 事例の概要の

と こ ろで、 そんなに難 しい、 平易に して真実が曲げられて しま う と か、 正 し く 伝わ ら ない

と こ ろはないですよ 。 僕、 読んでいて も 。 でき る と思います。

○隈本委員

私も賛成です。 も ち ろん厳密に言っ て 、 専門家同士で議論する と き に 、 細かい 、 本当 に

専門家同士だけで議論すれば少 し違 う みたいな こ と はあっ た と して も 、 大ま かに意味を伝

える ために 、 難しい言葉をわか り やすい言葉に言いかえたか らだめになる と い う こ と はな

い と思います。 も し 、 だめにな る と した ら言いかえ方に問題があ る 。 そ う い う こ と をぜひ

目指 していただきたい。 2 つつ く る 手間を考える と 、 報告書が少 しわか り やすい文章にな

っ ている こ と に 、 あま り デメ リ ッ ト はないのではないか と感 じます。

○上田理事

豊田委員、 ご意見をいただき なが ら 、 でき る だけ工夫 してみます。

○豊田委員

お母 さ んたち に少 し読んでも らいます。 これでは、 離 し過ぎる と思います。

○岡井委員長

でも 、 本当 にわか り やす く 書 く のは、 今 、 考えている一つに して しま う こ と じこ よ っ て 、

本当 にわか り やす く 、 平た く 書いてわかっ て も ら う こ と を 中心に書いた も の と 、 正確に医
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学的に書いた も の と の中間みたいになっ て しま う のは よ く ない と思 う んです。 やは り 一つ

は正確にびしっ と 書いてあっ て 、 一つは絶対にちゃん と わかっ て も ら う 、 本当 に平た く 書

く と い う ふ う ね こすればいいのではないですか。 ご家族の人はこれを読んで く だ さ い。 記録

と して 、 分析委員会が事例を分析 した報告書が一般の手紙みたいな文章、 赤ちゃんの何と

か と い う のは、 僕 ら はち ょ っ と読むにたえないです。

○鈴木委員

先生、 それは違います。 児を赤ち ゃん と 言わなければ、 一般の人がわか ら ないなんてい

う こ と は絶対ないですか ら 。 先生、 少 し勘違い してい る と思います。

○水上委員

岡井委員長、 そんな こ と ないですよ 。 平易な文章が変な報告書だ と 考え る のは 、 僕に も

理解でき ない。

○岡井委員長

そ う ?

○水上委員

大丈夫ですよ。 これを さ っ と 見て 、 質を落 と さ ないでわか り やす く でき ますよ 。

○鈴木委員

一般の人たちの医学的な知識も大分、 2 0 年前か ら比べる と 理解可能に向上 しています

し 、 僕 らが相談を受けていて も 、 患者 さ んたちはすご く よ く 勉強 している よ う に 、 こ の 2

0 年の間ですご く 変わっ てき ている と思 う んです。 だか ら 、 素人の人たちが よ り 理解する

ために努力する と い う こ と と 、 専門家も素人に理解 して も ら う よ う に平易な言葉を使 う 。

つま り 、 あ えてわか り に く く 書いている のは、 これはあ る専門家が言っていますけれ ど も 、

専門家も よ く わかっ てないか らわか り もこ く く 書いている と い う 面があ る と 。

○岡井委員長

それはない。

○水上委員

あ り 得る 。

○鈴木委員

専門用語は、 定義をき ちん と 書けば専門用語のま ま書いたっていいんです。 岡井委員長

が先ほ ど言っ た よ う に 、 専門用語を赤ちゃん と わ ざわ ざ書 く 必要はない。 専門用語を理解

して も ら う と い う 姿勢で書 く 。 これは少 し努力 していけばやれる こ と なので、 僕 も二通 り
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書 く のではな く て 、 一通 り 書いて 、 専門家がわか り やすい こ と を心がけて書 く 。 要する に 、

子供に話すと き に赤ちゃん言葉を使え と い う こ と ではないんです。 専門家を大人 と 例えれ

ば、 大人が語る言葉を子供に理解可能な努力を してい く と い う こ と をすれば、 僕は大丈夫

だと 思います。

○是澤 リ ーダー

委員長、 よ ろ しいですか。

○岡井委員長

これ、 決めて しまいま し ょ う 。 今の話 ?

○是澤 リ ーダー

先ほ どのスケジュールか らいいます と 、 概要は部会の前につ く る わけですので、 機構の

中でつ く った文章が患者さ んにわかる か ど う か と い う チェ ッ ク がな されないんです。 部会

の前ですか ら 。

○鈴木委員

それは部会ができ ないだけの話で、 機構の中でき ちん と そ う い う 努力をすればいい。

○是澤 リ ーダー

こ の表現が ど う と か、 そ う い う ご指導を どなたかにお願いでき ないか。 要する に 、 ト ラ

ンス レー トする んですよ 。 ト ラ ンス レー ト した も のが 、 受け手側にちゃん と伝わる か ど う

か と い う こ と が機構の中だけで、 防止推進チームでつ く る わけですけれ ども 、 それがいい

のか ど う かをチェ ッ ク して く だ さ る と こ ろがない と 。

○宮澤委員

それは、 確かに 1 回、 部会の前につ く られる わけですけれども 、 つ く られた後に報告が

行っ て 、 返っ て く る 。 その返っ てき た結果をま た部会のほ う でき ちん と 議論を してい く わ

けですか ら 、 その段階で、 こ う い う 概要のつ く り 方はまずかっ た と か、 今後 、 こ う い う ふ

う に していこ う と か、 どん どん、 どん どん ト ラ ンス レー ト が進んでい く ので、 そ う い う 形

でき ちん と したわか り すい も のに変わっ てい く と い う こ と で構わない。 最初か ら ぎち ぎち

にやっ ていこ う と い う の も一つの方法ではある んですけれ ども 、 一つ一つ積み重ねなが ら

変わっ てい く 、 洗練 されてい く 、 グ レー ドア ップしてい く と い う 考え方で、 私はいいので

はないか と 思 う んですが。

○隈本委員

始ま る ま でにま だ時間があ る わけですか ら 、 報告書の仮想事例の よ う に概要の仮想事例
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を出 していただいて 、 こ こ で もむ と い う こ と ができ る のではないで し ょ う か。 それが一つ。

それか ら 、 私 と か豊田委員は素人の代表 と して入れていただいている わけですか ら 、 も し

事前にチェ ッ クする必要があればでき ます。 それを 5 回か 1 0 回 ぐ らいやれば、 その後は

同 じ調子でやっていただけばいいと思 う んです。 特異な事例 と してわか り やす く 書き に く

い と こ ろはあ るかも しれないけれ ども 、 分娩、 出産のケースでいえば、 こ う 書けばわか り

やすい と い う のは、 最初の 1 0 例 ぐ らいで十分体得いただける のではないかと思っ ている

んですが。 必要 と あれば、 こ こ で仮想事例を二、 三個検討すれば、 問題点は大体わかっ て

く る よ う な気が します。

○鈴木委員

ただ、 表現 と は別に 、 部会にかかる前に事案の概要を確定するんですよね。

○岡井委員長

経過は ど う だ と 。

○鈴木委員

検討していっ た ら ば、 事例の概要の中に極めて重要な所見が落ちていた と い う よ う な こ

と が出てき た と き に 、 そ こ は確定 した事案の概要で行 く しかない と い う 判断はおか しい。

○岡井委員長

そんな こ と はないです。 後か ら 。

○鈴木委員

ですよね。

○岡井委員長

ええ、 それは当然です。

○鈴木委員

そ う する と 、 事例の概要を分娩機関や両親に確認 していただいた と して も 、 最終的報告

の中で表現な どが多少変わる こ と があ り 得る と い う こ と を 、 あ らか じめアナ ウ ンス してお

く 必要があ り ますよね。 必ず し も その前にがちんがちんに固めて しま う わけではない と い

う こ と であれば、 その表現に関 しては部会の中でも議論が少 し可能にな る のではないで し

ょ う か。

○水上委員

提案があ り ます。 今 日 の会は、 今 、 問題になっ ていますけれども 、 事例の概要について

はこ の よ う な書き方を してほ しい と い う ひな形を検討する会であ る んですよね。
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○岡井委員長

ええ。 それも一つです。

○水上委員

そ う ですよね。 だか ら 、 次回ま でに 、 2 . 事例の概要か ら 3 . に至る まで、 どの よ う な

平易な表現で正確に伝え られる かつ く っ てみた らいかがで し ょ う か。 それで、 これだっ た

ら変だ と か、 やっ た らいいのではないで し ょ う か。 それは 、 そんな大変な作業ではない と

思います。 こ う いっ た形で患者の皆さ んに も わかる よ う な報告書を書いて く だ さ い と 部会

に言えば、 資料 2 にあ る基本的な考え方の 2 ) 原因分析報告者、 児 ･ 家族、 国民、 法律家

等か ら見て も 、 わか り やす く 、 かつ信頼でき る 内容 と する と い う こ と に一致する し 、 それ

を しない と まずいのではないで し ょ う か。

○隈本委員

私も 、 そ う 思います。

○上田理事

模擬部会は先ほ ど終わ り ま したが 、 取 り ま と めの報告書については、 も う 少 し検討して、

豊田委員 と ご相談 させていただき 、 また委員長 と ご相談 して 、 今の ご指摘をでき る だけ反

映させたい と 思っています。

次回は第 2 の事例 と 第 3 の事例を出 します。 今回の報告書は最終的にま と めない と いけ

ませんので、 私 ど も作業 しま して 、 必要であればメ ールな どでご意見をいただき なが ら ま

と めたい と 思っ ています。

○岡井委員長

僕は、 皆さ んがそれでいいな らいいです。 だけ ど、 報告書を本当 にそんな平た く 書いて

しま っ ていいのか と い う 気がいまだに していますね。

○上田理事

どの程度平た く 書 く か検討します。

○水上委員

先生、 時間を節約 させる ために。 僕に事例の概要の部分だけお送 り いただければ、 こ の

よ う な形で ど う で し ょ う か と い う こ と でそち ら る こバ ッ ク しますか ら 、 それを皆さ んに送っ

て 、 ご意見を伺っ てみた らいい と思 う んです。 今、 いろいろ仕事が詰ま っ ていますけれ ど

も 、 1 週間以内 ぐ らいにや り ますので。

○岡井委員長

‐49-



そ う な る と 、 概要だけではないですよね。 医学的評価の と こ ろ も 、 すべてそ う な り ます

よね。

○水上委員

事例の概要だけが、 患者さ んに意見書を書いて も ら う 必要があ る ので、 早 く 患者 さ んに

確認 して も ら う ためにわか り やす く する必要があ る わけです。

○岡井委員長

それだけ先に必要があ る けれども 、 報告書だっ て理解 して も らわな く てはいけないから

同 じ こ と です。 最終的な も の と しては、 どち ら に行 く か両方と も必要なんです。 検討する

こ と が。

○水上委員

医学的評価 と か、 そ う いっ た も のに み糊結構難 しい も のがある のかも しれませんけれ ど も 、

それは専門家にいつでも意見が聞けますよね。 今 、 話題になっ ている のは 、 事例の概要を

でき る だけ患者 さ んに理解 して も ら っ て 、 返信 して も ら わな く てはいけないわけですよね。

こ の部会にかかる前に。

○岡井委員長

最初のステ ップでね。

○水上委員

だか ら 、 事例の概要を ど う して も平易に しな く てはいけないわけです。

○隈本委員

こ の機構 と い う か、 こ のシステム全体の相当大事なポイ ン ト だと思 う んです。 やは り 真

実を知 り たい と い う 皆 さ んに、 かな り こたえている な と い う 印象を与える と 思います。 そ

れは、 システム全体の姿勢をあ ら わすも のだと思います。

○宮澤委員

私たちずっ と 言われてき た こ と は、 高度な内容を平易な言葉で伝える のが専門職の役 目

であ る と ずっ と 教育を受けてき たので、 やは り こ の文章はその基本に立ち返るべき なので

はないから思います。 平易な内容 と い う のは、 低劣な内容 と は絶対にイ コールではない と

思いますので、 高度な内容を平易に表現する と い う のが専門職の役 目 、 我々 の役 目 だ と私

は考えています。

○岡井委員長

そ う い う 方向で行き ますか。
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○楠田委員

要する に 、 岡井委員長の懸念と い う か、 公文書 と してあま り みこ も事実が伝わ ら ないよ う

な文章で、 医学的に実際に判断したのか と い う こ と も後で問題になる のではないか と 、 そ

う い う よ う な懸念ですか。

○岡井委員長

患者さ んに説明 して も ら う と か、 納得 して も ら う こ と も も ち ろん大事なんだけれども 、

原因分析です。 医学的に原因を分析する んだから 、 医学用語でぴ しっ と した も のはつ く る 。

それがわか ら ない人には、 本当 にわか り やすい解説をつければ、 面倒 く さ い よ う だけれ ど

も 、 そのほ う がいい と 僕は今でも思っ ています。 原因分析が大事な こ と で、 医学 と して 、

医学的にやっ ている 。

○宮澤委員

医学の科学と しての側面 と 、 説明 を して文章を出す と い う 社会科学の側面 と 、 実は両方

備わっ ている 中間的な 、 非常に難 しい領域なんです。 ですか ら 、 医学 と しての科学の方向

に寄っ てみる と 、 難 しい言葉でも正確に と い う 観点が出て く る のは当然ですけれ ども 、 も

り 一つ 、 これは報告書と して社会に、 患者さ ん側に出 してい く と い う こ と を考えれば、 社

会科学 と しての側面も 当然持た ざる を得ない。 社会科学と しての側面か ら は、 ど う して も

高度な内容をわか り やす く 、 平易な言葉で と い う のは必須の こ と だ と 考え ざる を得ないの

ではないか。

その意味で、 両面があ る と い う こ と を考えてい く 必要はある と思います。 あま り に医学

的な科学の方向に寄っ て しま う と 、 社会科学 と しての重要性が抜け落ちて しま う 危険性が

ある ので、 そ こ はやは り 考え るべき ではないか と 私は思います。

○楠田委員

事例の概要は、 2 つつ く る こ と はあ り 得ないですよね。 これは 、 多分、 皆 さ ん一緒で、

2 つつ く る と 齪酷が生 じる可能性があ る か ら 1 つ しかないですよね。

○岡井委員長

僕は、 2 つつ く る意見です。 それを言っ ている んだよ 。

○楠田委員

でも 、 2 つつ く る と い う のは、 あま り に も 問題がある のではないですか。

○水上委員

2 つつ く る のは問題あ る と思 う 。
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○岡井委員長

ち ょ っ と 別な話で、 今、 研究をする と き に、 患者 さ んか ら 同意書を も ら っ て研究に参加

して も ら う で し ょ う 。 研究計画書は、 やは り 医学的にび しっ と 書いてあ る んです。 患者 さ

んに同意を得る ための説明書は、 本当 にわか り やす く 、 言葉も訳 して 、 専門用語をな るべ

く わかる よ う な言葉で、 これ これこ う い う あれです と 2 つつ く っ ていますよ 。 患者 さ んが

読むよ う な も の と 、 本当 に研究と して評価する研究計画書。 僕、 2 つあって も いい と思 う

んだけ どな。

○徳永委員

事例の 中で、 専門職でない人たちか ら見る と どこがわか り に く い と 、 そ こ ら辺が具体的

に出て く れば、 そ こ に注釈を加えて解決する のか、 文章の内容を変えて理解 して も ら う の

か。 その辺のルールを決めない と 、 文章をすべて平易にやってい く のか、 わか り に く い と

こ ろはわか り やすい注釈と い う か、 括弧 して書 く よ う な方法がいいのか悪いのか、 その辺

は ど う なんですか。 こ う い う も のを書 く 側に と っ てみれば。 その辺 、 ルールを決めて も ら

えば 1 つでいいわけですよね。

○水上委員

専門用語が出てき た ら 、 一般の方は脈絡がわか り に く く な る んですよね。 だけ ど、 正 し

く 記載する と い う こ と と 専門用語が入る こ と と は関係ないです。 こ の方は胎児の低酸素状

態が疑われた、 それを医学上 ど う する か と いっ た ら遅発性徐脈何と か と 書いて 、 それは-

般の方は理解 しな く て も構わないわけです。 だか ら 、 先ほ ど どなたか言われた よ う に 、 括

弧で、 その よ う な判断する に至っ た専門の こ と は、 何が客観的証拠であ る と びっ ち り 書い

て 、 あ と は平易の 日 本語で書ける と思います。 何も真実をね じ曲げない し、 言葉を多 く 足

さ ない と 患者さ んが理解でき ない と い う こ と も正 し く ない と思います。 長 く しな く て も 。

○岡井委員長

いや、 理解を して も ら う ためにはやは り 相当長 く な る と 思 う 。

○楠田委員

ただ、 2 つつ く る か、 1 つつ く る かで全 く 話が違いますか ら 。 2 つつ く る な ら 、 専門的

な も の と 、 本当 に平易な も のにすればいいですね。

○岡井委員長

そ う そ う 。

○徳永委員
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ば、 3 ページの記載の と こ ろで、 ｢遅発性一過性徐脈の反復を認めた｣ の後ろに 、 括

、 こ の 内容は子宮の中におけ る胎児の低酸素の状態を専門的に強 く 疑っ た と か、 表

って も 、 そ う い う こ と を後ろ に少 し書 く だけでも だめなんですか。

く と した ら逆ですね。 胎児の低酸素状態が疑われた、 その証拠 と して括弧の 中に考え

る こ と を書 く 。 ですか ら 、 その よ う 乙 こする こ と に よ っ てでき る と思 う んです。

う ですね。 難 しい言葉が出て く る直前に、 意味する こ と を書 く と わか り やすい書き方

る 。

あ 、 ルールを決めていけば。

田委員

は 、 1 つで行 く と い う こ と で、 水上先生言われる よ う に例文をつ く っ て。

委員

り あえずやっ てみる 。

田委員

ぐ らい理解でき る か。

委員

列の概要を皆さ んに送 り ます。 それで、 皆 さ んの ご批判をいただいて 、 本当 にみんな

えている こ と が可能なのか、 難 しいのかやっ てみたほ う がいい と思います。

田委員

それを見ない と最終判断ができ ない。

員

ル事業でも 同 じ よ う な議論があ り ま して。

委員長

ル事業を見た ら 、 こ の程度で し ょ う 。

委員

い う 批判は、 ご遺族の方か ら はそんなに出てないと思います。

員長

ぐ らいですよ 。 モデル事業の報告書よ り 、 まだかみ砕いている よ う な と こ ろ も あ る 。
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○鈴木委員

だから 、 かみ砕かなければいけない と こ ろ と い う のは 、 よ く 考え る と 日 本語 と して よ く

わか ら ない。 日 本語が難 しいのではな く て 、 日 本語のてにをはがあま り よ く 回っ ていない

と い う こ と も あ る ので、 でき る 限 り 一般の人たちが理解でき る よ う な書き方をする と い う

心がけ と 、 その こ と は違 う 言葉で言いかえる こ と と は少 し違 う と 思います。 その辺、 岡井

委員長、 ご心配ない よ う に 、 2 種類書かな く て も理解でき るだろ う と思 う んです。

ただ、 モデル事業 と こ の事業で L点違 う のは、 報告書案について 、 分析委員会の委員長

がご遺族と病院に説明 している んです。 そ こ に ロ頭の説明が付加するかど う か と い う と こ

ろが少 し違 う んですけれども 、 モデル事業のほ う もそんなにわか り “こ く い と い う 批判が出

ている わけではない。 む しろ 、 委員会の 中で、 こ の表現はち ょ っ と わか ら ないのではない

か と い う こ と で工夫 している ので、 まずやっ てみた らいかがかと思います。

○板橋委員

よ ろ しいですか。 冒頭に も言いま したけれ ど も 、 これを どの程度わか り やす く して も 、

見る側のイ ンテ リ ジェ ンスや、 い ろいろな背景に よ っ て理解の程度は異なる ため 、 それに

合わせる こ と は現実的に難しいわけです。 ですか ら 、 一定のわか り やすさ は当然の こ と な

が ら必要に して も 、 先ほ ど言いま したよ う に 、 患者 さ ん側 と 医療者側が対立関係にある よ

う な場合、 だれが こ の文章を説明する かを明確に してお く こ と で 、 その問題を十分カバー

でき る のではないで し ょ う か。

○岡井委員長

議論 しない と いけない。 積み残 していますから 、 次の と き にで もや り ま し ょ う 。

そ う した ら 、 水上先生、 悪いけれ ど もやっ て く だ さ い。 それを見て 、 いいな ら 、 僕も許

容でき る文章だっ た ら 、 それで行 く こ と に しま し ょ う 。

○水上委員

はい、 やっ ておき ます。

○岡井委員長

お願い します。

では、 それを見て と い う こ と でいいですか。

次、 分娩機関へのお願いはいいんですか。

○上田理事

次ですね。
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○岡井委員長

次の事項に入っ て。 時間が 、 終わ り ですか ら 。

○後技監

資料 4 を ご ら ん く だ さ い。 先ほ どご説明 しま した よ う に 、 事例の概要は児 ･ 家族、 それ

か ら分娩機関双方にお送 り する こ と にな り ます。 資料 4 は 、 分娩機関あての文章を想定 し

てお り ます。

1 ページ 目 、 下線が引いてあ る段落があ り ます。 こ こ で、 児 ･ 家族に も事例の概要を送

付 して ご意見を伺 う と い う こ と と 、 そのご意見は児 ･ 家族か らの情報 と して報告書の中に

記載する と い う こ と をお伝え してお り ます。

次の段落ですけれども 、 事実関係の調査、 調整は行わない と い う こ と と 、 意見が異なる

場合は両論併記 と なる こ と を ご理解いただき ますよ う お願い します と 、 こ の 2 点を書いて

お り ます。

次のページですけれど も 、 冒頭の部分で※をつけて下線も 引いてお り ますが 、 診療録、

助産録、 検査データ等に基づいて記入 して く だ さ い と い う こ と を念押 し してお り ます。

それ以降続いてお り ます 1 ) か ら は、 児 ･ 家族への送付の文章 と 項 目 立てはほ と ん ど同

じになっ てお り ます。

そ して 、 次のページに ご覧いただいて、 7 ) は診療体制に関する情報の確認ですので、

これは分娩機関だけに確認する こ と にな り ます。

8 ) は 、 大き く 括弧で囲まれてお り ます。 理由 は、 も と も と マニュ アルに 8 ) の項 目 立

てがあ り ますので 、 こ の よ う につ く っ てお り ます。 しかし 、 実際には説明に関 しま して 、

分娩機関 と 児 ･ 家族 と の認識が一致 していればいいのですが、 異なっ た場合には言った と

か言わない と い う 話にな る こ と も考え られます。 ま た 、 原因分析委員会は調整は しない と

い う こ と も あ り ますので、 報告書の文面上で両者が対立関係を深める こ と にな る のは少 し

心配ではないか と 考えてお り ます。 これまでの委員会のご意見でも 、 情報収集の結果、 対

立をあおる よ う な結果にはな ら ない よ う 配慮すべき と い う ご意見も あった と こ ろでござい

ます。

そ こで、 8 ) の よ う に特出 し して設けな く て も 、 9 ) その他 と か、 2 . 今回の事例につ

いての ご意見の欄に気づ く こ と があれば書いていただ く こ と もでき ますので、 それでも よ

いかも しれない と 、 今、 考えている途中でございます。 したがっ て 、 8 ) は大き な括弧で

囲っ てあ り ます。
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以上です。

○岡井委員長

いかがですか。 8 ) についてです。

○板橋委員

医療者側の説明 と 家族が聞いたニュ ア ンス と が違 う と こ ろが 、 概要の ど こ を こ出て く る か

ですよね。 ど う い う 説明 を受けたか。

○岡井委員長

事例の概要で 8 ) をわ ざわざ設けてあっ て 、 分娩機関か ら児 ･ 家族への説明 と 。

○板橋委員

ええ。

○上田理事

先生、 よ ろ しいですか。

○岡井委員長

はい。

○上田理事

事例の概要は、 診療録や検査データ を下に経過を記載 します。 分娩機関か ら児 ･ 家族へ

の説明については、 診療録等に書かれたていた も のを こ の項 団こ整理する こ と で設けてい

ます。

しか し、 これまでの議論で、 こ の項 目 を分娩機関に聞 く べき でないか と い う 意見があ り

ま した。 一方、 こ の項 目 は診療録等に基づいて記載する こ と になっ ていますが 、 例えば

2 年前の事例について、 診療録に書いてないけれど も 、 実は こ の よ う に説明を した と か、

そ の よ う な話が挙がっ て き ます と 、 かえっ て混乱する のではないか と い う ご意見も あ り ま

した。

ですか ら 、 こ の項 目 を削除 して も 、 児 ･ 家族への説明を書かない と い う こ と ではな く て 、

分娩経過な どの項 目 に記載する こ と にな る と思います。 診療録や看護記録な どか ら記載す

る こ と になる と思います。 ただ、 今 、 申 し上げま した よ う に 、 児 ･ 家族への説明の項 目 を

設けて 、 診療録に書いてないこ と を家族に説明 します と 、 言っ た 、 言わない と い う 話にな

っ て 、 しか し 、 原因分析委員会は調整する場ではあ り ません。 本来、 原因分析が 目 的にな

り ますので、 こ の項 副こ関 しては分娩の経過な ど " こ記載する こ と で、 整理 したい と 考えて

います。
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マニュ アルには分娩機関か ら児 ･ 家族への説明の項 目 があ り ますが 、 後か らお話 し しま

した よ う & こ 、 あ えて必要ではない と 考えてお り ます。 先生方の ご意見をいただき たい と 思

います。

○岡井委員長

いかがですか。

0↑赫灘委員

多分、 これは、 私がお願い した こ と を括弧でつけていただいたのではないから思 う んで

すけれど も 、 事例の概要が行 く 前に 、 こ の表の前に医療機関か らの情報も と られる し 、 患

者 さ ん側からの情報も と られる わけですよね。

○上田理事

申請の際に診断書や診療録、 検査データ等が運営組織に来ます。 その診療録や検査デー

タ 、 看護記録等を も と 々 こ 、 運営組織でま と め る こ と にな り ます。

○竹村委員

そ う か。 私、 タ イ ミ ングが 、 その と き は よ く わかっ ていなかっ た と思います。

○上田理事

はい。

○竹本･矮亭員

そ う する と 、 患者 さ ん側か ら ど う い う 説明を受けたかを聞 く よ う な こ と が 、 何かあ る の

ではないですか。

○岡井委員長

それは聞 く んですよね。

○上田理事

そ う です。

○竹村委員

それは、 どの段階で聞 く んですか。 先ほ どのフ ロ ーチャー ト で、 確認書の段階ですか。

○上田理事

資料 3 の④で聞き ます。

○竹村委員

意見提出の段階ですか。

○上田理事
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はい。 分娩機関で確認しま した事例の概要を家族に届けて 、 それぞれの頃 割こ'記載 され

ている こ 割こついて ご意見をいただき ます。

○竹村委員

わか り ま した。 申請書の段階で ど う い う ふ 効こ説明 したか聞いてあれば、 これは必ず し

も必要ではない と思います。 あの時点では、 同時に意見を聴取する のに 、 一方だけ と れて

いないのはおか しい と 私が誤解 していたのかも わか り ません。

○上田理事

家族か ら の意見書は出 してお り ませんが 、 次回ご説明 します。 基本情報、 今回の女鰯縣軽

過、 入院の状況や、 分娩の経過、 産褥の経過、 新生児の経過等の欄があ り ます。 分娩機関

か ら児 ･ 家族への説明についての欄も あ り ますか ら 、 その点 も 聞 く こ と になってお り ます。

そのほかは 、 今回のお産について感 じた こ と 、 疑問や説明 してほ しい こ と があ り ま した ら

ご記入 く だ さ い と い う こ と です。 分娩機関か ら児 ･ 家族への説明の項 目 が必要でな く な り

ます と 削除 します。 ですか ら 、 分娩機関か ら どの よ う な説明を受けま したか と い う こ と は、

聞かない と い う こ と るこな り ます。

○岡井委員長

聞かない と 。

○竹村委員

しば しば縄験する こ と は、 ト ラ ブルの も と が 、 よ く よ く 話 してみれば同 じ こ と を表現 し

ていて も 、 先ほ どの難しい、 難 し く ない と 同 じですけれ ど も 、 我々 は よかれ と 思っ て 、 あ

るいは患者さ んの心象を考えてやわ ら か く 表現していたこ と を ごまか していた と か、 立場

が違いますか ら 、 同 じ こ と を言って も表 と裏みたいで、 非常に誤解を招いている こ と があ

る んです。 そ う い う こ と があ る ので、 一方的に向 こ う だけ聞いて、 こ ち ら を聞かないのは

おか しいのではないか と い う 話を したんです。 だか ら 、 タ イ ミ ング と 、 両方に同 じ も のが

行 く と すれば、 それもおか しいかな と 。

○岡井委員長

これは、 と にか く 両方か ら情報を得ま し ょ う と な っ たんですよね。

○上田理事

そ う です。 両方、 同 じ よ う に聞 く こ と をこな り ます。

○岡井委員長

片一方を削除すれば、 も う 片一方も 削除する格好にな り ますね。
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○上田理事

そ う です。

○岡井委員長

だか ら 、 本質的に ど う い う 説明を したか、 あ る いは ど う 説明 されたか と い う こ 凋ま、 対

立を生むだけであっ て 、 原因分析には重要ではないのではないか。 カルテに書いてあ る事

実はこ う い う ふ う &こ書いてある と い う こ と でいい し 、 不満であれば、 それはそれで書 く と

して 、 説明はこ う だ と い う こ と を重視する必要はない と い う 考えで、 場合に よ っ ては 8 )

は省 く と 。 そ う する と 、 あ ち ら側 も省 く こ と にな る 。

○竹村委員

わか り ま した。 皆 さ んの ご意見がないほ う がいいのではないか と い う こ と であれば、 私

は しいて 、 ぜひ と い う わけではあ り ません。

○岡井委員長

いかがですか。 ど う 説明 したかが重要かど う か。

○石渡委員

私も 、 やは り これは対立を生む原因になる と思 う んです。 カルテ に書かれている事実だ

けを書 く のな ら 、 尾ひれがついて く る と 、 そんな こ と は聞いてない と か、 そ う い う こ と " こ

意見が発展 していき ますので、 8 ) は省略 していいのではないで し ょ う か。 場合に よ っ て

は、 下のほ う に 9 ) その他 と あ り ま した よね。 その他の と こ ろに、 カルテに書かれている

こ と で説明 した内容があれば書いて く だ さ い と か、 その程度の こ と で、 項 目 立てに しな く

て もいいのではないか と 思 う んです。

○岡井委員長

よ ろ しいですか。 異論がなければ、 そ う させていただき ます。

そ う する と 、 患者 さ んの家族のほ う れこ問い合わせる ほ う も 、 同 じ よ う そ こ省 く こ と にな り

ますね。 それでよ ろ しいですか。

○上田理事

はい。 先ほ どの分娩経過の と こ ろで、 ご本人、 あ るいはご主人に説明 した こ と が診療録

に記載があ り ま した ら 、 それ ら について書き ます。 分娩機関か ら児 ･ 家族への説明の項 目

を削除 します と 、 こ の点については分娩機関 と 家族の両者に問い合わせを しません。

○岡井委員長

では、 審議 した結果、 そ こ は削除する と い う こ と で決定させていただき ます。
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○竹村委員

わか り ま した。

○岡井委員長

ほかに、 よ ろ しいですか。 分娩機関へ概要を確認 して も ら う と き に添える文章、 書類で

す。 よ ろ しいですか。 では、 これで決定です。 8 ) を削除 します。

次は、 診療体制等に対する情報提し供、 お願い します。 も う 大分議論 してき たけれど も 、

最後 、 これで確定になる と思います。

○後技監

本 日 の参考資料を用いて簡単に申 し上げます。 一応、 確定 と い う 取 り 扱いに させていた

だいてお り ますので、 6 月 中に配付する予定に してお り ます。

前回か ら少 し変わっ た と こ ろですけれども 、 1 枚おめ く り いただき ま して 、 1 ページの

最初にA と 書いてあっ て四角い囲みがあ り ます。 こ の よ う に 、 基本情報に関する部分 と 、

後か ら B も 申 しますけれ ど も 、 個別事例に関する部分、 4 ページに出て く る のですが 、 大

き く 2 つに分けた と い う 形式上の見直 しが一つです。

同 じ く 1 ページには、 1 ) 病院の と こ ろに ( 3 ) 救急医療機関 と い う 見出 しがあ り ます。

前、 救急指定で したけれども 、 こ う い う ふ う に変えま した。 ( 4 ) 周産期指定 と あ り ますけ

れど も 、 前の案では指定病院 と あっ た も のを変えま した。 ( 9 ) 院内助産所と あ り ますけれ

ども 、 前は院内助産システム と あ り ま した も のを変えてお り ます。

2 ページ 目 の一番下、 3 . でお聞 きする 内容は緊急搬送の件数のみ と い う こ と で、 その

よ う に書き加えま した。

4 ページの と こ ろは B と い う こ と にな り ます。

5 ページの上の大き な四角 の表ですけれ ど も 、 直接分娩介助を行っ た助産師学生につい

て も書き込め る よ う につ く り ま した。

以上が変更点でございます。

○岡井委員長

あ り が と う ご ざいま した。

これは さ ん ざん議論 してき ま したので、 これで一応ス ター トする と い う こ と で、 ど う し

て もおか しい こ と があれば改めてバージ ョ ン 2 で変える と い う こ と で、 バージ ョ ン 1 は こ

れで確定です。

○楠田委員
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細かい語句だけいいですか。

○岡井委員長

はし 、。

○楠田委員

気がついたんですけれ ど も 、 1 ページの 1 . ( 6 ) は母体胎児集中治療室の こ と ですよね。

○岡井委員長

特定集中治療室管理料届出病床数 と い う のは、 多分、 正式な言葉なんで し ょ う 。

○楠田委員

総合周産期特定集中治療室管理料届出病床数 と い う のは 、 実は新生児集中治療室と母体

胎児集中治療室 と 2 つあ る んです。

○岡井委員長

その上が、 新生児特定集中治療室管理料届出病床婆挽

○楠田委員

非常に細か く て 申 しわけないですけれ ど も 、 保険の本では、 新生児特定集中は総合周産

期でない と こ ろのN I C Uで、 少 し点数が低いんです。 総合周産期特定集中治療室の新生

児集中治療室管理料は少 し高 く なっ ている んです。 簡単に言えば、 ( 5 ) を ｢新生児 (特定) ｣

と どち ら で も いい と して 、 ( 6 ) を母体胎児集中治療室管理料届出病床数にすれば質問の意

味が通 じる のではないですか。 き っ と そ う い う こ と ですよれ

○板橋委員

単純に、 M F I C U と I C U を聞いている と い う こ と ですれ

○楠田委員

N I C U と 、 M F I C U と 、 I C U を聞いている んですよね。

○岡井委員長

N I C U と 、 MF I C U と 、 I U C を聞いている 。

○楠田委員

N I C Uは 、 新生児集中治療室管理料と 、

す。

○岡井委員長

2 つある と い う こ と ですか。

○楠田委員

新生児特定集中治療室管理料 と 2 つあ る んで
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母体胎児は、 総合周産期の 中の母体胎児管理料一つ しかない。 ち ょ っ と 細かい詣で申 し

わけないんですが。

○岡井委員長

特定のあ り 、 な しで分け られている わけですか。

○楠田委員

新生児は。 母体胎児は 1 つ しかない。 言いかえれば、 N I C U届出病床数でも 、 M F I

C U届出病床数でも 、 I C U届出病床数でもいいんですけ どね。

○上田理事

最初はN I C Uな どを考えていま したが 、 解釈がいろいろ 出てますので、 診療報酬の要

件で整理する こ と しこ しま した。

○楠田委員

なる ほ どね。

○上田理事

最初はN I C U と して 、 いわゆ る N I C U も全部含めていま したが 、 そ う します と期限

が さ ま ざま にな り ます。

○楠田委員

そ う する と 、 診療報酬 と 少 しずれて く る んですよね。

○岡井委員長

特定を両括弧で囲っ ておけば、 特定があ る の も ないの も両方含むこ と " こな る わけですよ

ね。

○楠田委員

( 5 ) は。 ( 6 ) は 、 母体胎児集中治療室管理料届出病床数です。 も し 、 長っ た ら しい言

い方をれば。

○岡井委員長

総合周産馨期特定集中治療室 と い う のはないんですか。

○楠田委員

その中に 2 種類あ る んです。 新生児 と 母体胎児 と 。

○岡井委員長

ああ 、 こ の 中にね。

○楠田委員
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こ の中に。 我々 新生児をやっ ている と 、 こ の点数が 8 , 6 0 〇点で、 上が 8 , 5 0 0 点な

んです。 その違いがある ので、 我々 はそれに こ だわっている ので細かい話を言 う んです。

○岡井委員長

これはも う 一回。 僕、 知 ら ないんです。 保険点数、 一番苦手。

○上田理事

も う 一度確認 します。

○楠田委員

すみません、 非常に細かい話で。

○岡井委員長

では 、 そ こ だけ確認する と い う こ と でいいですね。

○上田理事

はし 、。

○岡井委員長

3 ) その他、 何かございますか。 私、 一つだけ気になる のは、 2 ページの重大な過失の

と こ ろは前回の分析委員会に出た意見 と い う こ と でいいですね。

○上田理事

そ う ですね。

○岡井委員長

重大な過失が明 らかである と思料 される ケース は こ う だ と い う 話になっ ていますが 、 こ

れは も のすご く 重要なので、 こ こ の表現 と い う か、 表記 と い う か、 ルール違反 と い う のは

一体何なのか、 どの こ と を医学準則 と 言っ ている のか と い う 話にな り ますので、 今、 こ う

い う ふ う に決ま っ た と 決めないで。

○宮澤委員

決定されたわけではないですよね。

○上田理事

こ の よ う な意見 と い う こ と です。

○岡井委員長

こ の間 、 こ う い う 話が出ていた と い う こ と でいいわけですね。

○宮澤委員

表現の問題です。
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○岡井委員長

こ こ は も う 少 し き ちん と 。

○宮澤委員

治療行為に近い過失ではな く て 、 故意で し ょ う と い う 感 じなんです。

○楠田委員

ガイ ドラ イ ンはあ く までガイ ド ラ イ ンですか ら 、 ガイ ド ラ イ ンに書いてないこ と をする

のがすぐ過失ではあ り ませんので、 ガイ ドラ イ ンに書いてないこ と をやる場合には、 その

理由 を書けばいいわけですか ら 。

○岡井委員長

重大な過失のケース と い う のは 、 具体的に 、 本当 に こ こ で決める と すればも う 少 し議論

して 、 一つ一つ言葉、 表記を も のすご く き ちん と 決めない と 、 書かれる と その文言が歩き

ますか ら 。

○上田理事

はし 、。

○楠 田委員

あえて逸脱 した行為をする場合がある わけですか ら 。 ガイ ドライ ン以外の こ と をやる場

合が。

○岡井委員長

これは 、 こ の間の意見 と い う こ と で。

○上田理事

はし 、。

○岡井委員長

それな らいいんです。 決ま った ら大変だと思っ た。

では、 ほかに何かございますで し ょ う か。 よ ろ し ければ、 き ょ う の議事に関 しては終わ

り と い う こ と で、 あ と 、 ス ケジュールの こ と をお願い します。

○後技監

今後のスケジュールですけれど も 、 6 月 、 7 月 に本委員会を開催 し 、 模擬部会を実施す

る な ど して報告書の作成の練習や、 マニュ アル確定な どを進めてい く こ と と いた します。

当面、 6 月 の模擬部会ですけれども 、 さ ら に 1 つか 2 つの事例を ご審議いただ く こ と に し

てお り ます。 7 月 以降につき ま しては、 最も早ければ 7 月 に最初の補償申請が行われる こ
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と を想定してお り ます。 そ こ で、 補償対象 と い う 事例が出ま した ら 、 最 も早ければ 9 月 ご

ろ最初の部会を開催して 、 1 0 月 ごろ本委員会、 つま り 部会の上の こ の委員会 と い う こ と

にな り ます。 それで、 ご審議いただ く 予定 と な り ます。

次回の ご案内 も 、 引 き続き よ ろ しいですか。

○岡井委員長

はし 、。

○後技監

次回、 第 5 回原因分析委員会は、 6 月 9 日 火曜 日 の午後 4 時 3 0 分か ら 6 時 3 0 分、 こ

の場所で開催を予定してお り ます。 それから 、 7 月 に第 6 回を開催する予定に してお り ま

す。 本 日 、 資料の叩こ 日 程調整表を入れてお り ますので、 5 月 2 5 日 月 曜 日 までにフ ァ ッ

ク スでご返送いただき ますよ う にお願いいた します。 それ以降は、 改めて 日程調整 と い う

こ と 々こ さ せていただき ます。

以上です。

○岡井委員長

あ り が と う ご ざいま した。

こ の 日 程表がそ う ですね。

○上田理事

そ う です。

○岡井委員長

次回は 6 月 9 日 ですが、 2 つやる と な る と 大変。 私、 次の案を見ている んですけれ ども 、

相当複雑、 き ょ う 出た事例 よ り 夜褒雑なので、 い ろいろな意見が出る と思いますので、 よ ろ

し く お願い します。 2 つでき ますかね。

○後技監

1 つか 2 つ。

○岡井委員長

1 つか 2 つ と い う こ と で。 ま た事前に案を送付いた しますので、 よ ろ し く お願いいた し

ます。

それでは、 ど う も あ り が と う ご ざいま した。

- 了
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